
（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 冬季　【季刊】

無 料
2012年  冬季  第27号

本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4 -8 - 14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４-17
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
松 山 営 業 所 愛 媛 県 松 山 市 一 番 町 3-3-3
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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国
内
初
大
規
模
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電

日
本
テ
ク
ノ
自
社
発
電
所
建
設

代
表
取
締
役
社
長 

馬
本
英
一 

年
頭
あ
い
さ
つ

W
inter 2012

燃
料
と
し
、
発
電
エ
ン
ジ
ン

は
川
崎
重
工
業 

株
式
会
社

の
「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ
ー
ン
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
」
14
基
で
構
成

さ
れ
る
。
10
万
㌔
㍗
を
超
え

る
発
電
所
が
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

の
み
で
構
成
さ
れ
る
の
は
、

国
内
初
。
発
電
効
率
は
世
界

最
高
の
49
％
で
Ｎ
Ｏ

Ｘ

排
出

量
が
少
な
く
環
境
性
能
に
も

優
れ
て
い
る
。
複
数
台
の
構

成
の
た
め
、
状
況
に
応
じ
て

容
易
に
出
力
を
変
更
で
き
る

の
で
細
か
な
需
要
変
動
が
多

い
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
主
力
電
源
に
は

最
適
と
さ
れ
る
。
川
崎
重
工

業
は
、
エ
ン
ジ
ン
提
供
の
ほ

か
発
電
所
の
建
設
工
事
一
切

は
約
１
０
０
億
円
。
同
社
と

し
て
は
過
去
最
大
の
投
資
に

な
る
。

　

発
電
所
は
、
天
然
ガ
ス
を

　

現
在
、
建
設
が
進
む
発
電

所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ヶ
浦
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
の
各
種
設

備
な
ど
を
含
む
総
建
設
費
用

を
請
け
負
う
。

　

日
本
テ
ク
ノ
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と

し
て
電
力
小
売
り
事
業
を
開

始
し
た
の
は
２
０
０
９
年
６

月
。
１
９
９
５
年
の
設
立
以

▼
Ｐ
Ｐ
Ｓ

　

特
定
規
模
電
気
事
業

者
（Power Producer and 

Suppliers

）
の
略
。
東
京
電

力
な
ど
既
存
の
電
力
会
社
以

外
で
、
一
定
範
囲
の
需
要
家

に
対
し
、
電
気
を
小
売
り
す

る
事
業
者
の
こ
と
。
電
気
料

金
の
引
き
下
げ
を
目
的
に
２

０
０
０
年
か
ら
既
存
の
電
力

会
社
以
外
に
も
電
力
小
売
り

が
解
禁
に
な
り
、
新
規
の
電

力
小
売
り
事
業
者
が
誕
生
し

た
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
が
自
前
の
発
電

所
な
ど
で
つ
く
っ
た
電
気

は
、
電
力
会
社
の
送
電
網
を

利
用
し
て
各
需
要
家
に
配
電

さ
れ
る
。

来
積
み
重
ね
て
き
た
電
気
設

備
の
保
安
業
務
や
省
エ
ネ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
な
ど

の
実
績
を
も
と
に
、
電
力
小

売
り
分
野
に
進
出
。
販
売
量

を
急
速
に
伸
ば
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
ま
で
、
電
力
小
売

り
に
対
す
る
供
給
電
力
は
、

卸
電
力
事
業
者
と
の
相
対
取

引
な
ど
に
よ
る
外
部
か
ら
の

所
の
新
設
は
東
日
本
エ
リ
ア

の
電
力
不
足
解
消
に
も
貢
献

で
き
る
と
考
え
る
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ヶ
浦
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
は
、
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
機
全
14
基
の

う
ち
、こ
の
７
月
に
７
基
が
、

翌
８
月
に
は
残
り
７
基
が
、

そ
れ
ぞ
れ
運
転
を
開
始
。
日

本
テ
ク
ノ
の
大
型
自
社
電
源

に
よ
る
電
力
供
給
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。

電
力
調
達
が
主
で
あ
っ
た
。

し
か
し
震
災
後
の
電
力
需
給

状
況
は
、
当
面
供
給
不
足
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
大
規
模

な
自
社
電
源
の
確
保
が
顧
客

へ
の
安
定
供
給
継
続
に
不
可

欠
と
判
断
。
取
引
所
な
ど
を

通
じ
た
調
達
コ
ス
ト
も
上
昇

傾
向
が
続
く
と
考
え
、
安
定

価
格
で
の
提
供
を
第
一
に
、

過
去
最
大
の
投
資
に
踏
み
切

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
発
電

11
万

　自
社
発
電
所 

建
設

安
定
供
給
の
継
続
と
電
力
不
足
解
消
へ
の
貢
献

日本テクノ 沿革

10
年
先
に
か
け 

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
有
望
環境経済観測調査

「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た
金
融
行
動
原
則
」

金
融
機
関
の
環
境
方
針
ま
と
ま
る

　

環
境
市
場
に
か
か
わ
る
２

０
１
１
年
の
重
大
事
は
、
３

月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
あ
る
。
震
災
か
ら
の
復

興
は
日
本
国
民
の
悲
願
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
し
た
政
策

の
も
と
で
、
技
術
戦
略
を
立

て
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
仮
設
住
宅
整
備
の
よ
う

な
緊
急
対
策
に
は
間
に
合
わ

な
い
が
、
２
０
１
２
年
に
実

施
さ
れ
る
本
格
復
興
の
際
に

は
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
さ

ら
に
そ
の
拡
張
で
あ
る
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
期
待
が
大

き
い
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
双

方
向
通
信
機
能
を
活
用
す
れ

ば
、
緊
急
時
に
は
需
要
家
側

か
ら
優
先
順
位
の
低
い
電
力

供
給
を
遮
断
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
電
力
側
か
ら
の

強
制
的
な
計
画
（
輪
番
）
停

電
で
は
な
く
、
需
要
家
は
自

ら
停
止
機
器
の
順
位
を
選
定

で
き
る
。

　

一
方
、
地
震
後
の
津
波
に

よ
っ
て
大
き
な
損
害
を
受
け

た
地
域
で
は
、
耐
災
害
型
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
が
望

ま
れ
る
。
高
台
に
、
地
方
自

治
体
が
保
有
す
る
発
電
施
設

を
設
置
し
、そ
こ
を
中
心
に
、

行
政
ビ
ル
、
警
察
、
消
防
署
、

高
齢
者
施
設
、
学
校
、
病
院
、

一
般
住
宅
な
ど
を
配
置
し
た

次
世
代
都
市
だ
。
こ
こ
で
は

地
域
に
電
源
を
持
つ
こ
と

で
、
電
気
、
飲
料
水
、
通
信

機
能
が
確
保
さ
れ
、
住
民
の

安
心
・
安
全
が
担
保
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
は
か
つ
て
二
酸

化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）排
出
削
減

の
切
り
札
と
し
て
推
進
さ
れ

て
き
た
が
、電
力
不
足
を
経

験
し
た
こ
と
に
よ
り
、非
常

用
電
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。非
常
用
で
あ
る
か

ら
需
要
を
１
０
０
％
ま
か
な

う
必
要
は
な
い
。重
要
な
負

荷
の
選
択
機
能
を
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
な
ど
に
持
た
せ
、

発
電
量
は
限
定
的
で
も
優
先

順
位
の
高
い
需
要（
医
療
機

器
、通
信
機
器
、冷
蔵
庫
等
）

へ
と
供
給
す
れ
ば
い
い
。
被

災
地
復
興
に
お
い
て
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
非
常
用

電
源
と
し
て
活
用
す
れ
ば
、

普
及
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
、被
災
住
民
の
不
安

解
消
の
一
助
と
な
ろ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
関

す
る
研
究
開
発
は
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
期

待
さ
れ
な
が
ら
、
国
内
に
は

強
い
ニ
ー
ズ
も
な
く
実
証
試

験
の
多
く
が
海
外
で
進
め
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
震
災

後
は
震
災
復
興
と
い
う
重
要

な
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た

と
い
え
る
。
こ
の
責
務
を
全

う
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
国
際
競
争
力
を
培
い
、
新

規
産
業
創
生
に
も
寄
与
す
る

た
め
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
者
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

で
き
る
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
光
や
、
太
陽
熱
、

風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
水
力
（
環
境
負
荷
の

少
な
い
小
規
模
な
も
の
）

な
ど
、
自
然
現
象
の
中
か

ら
取
り
出
し
て
使
用
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。
自

然
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
る

現
象
の
た
め
、
半
永
久
的

に
利
用
で
き
る
。
有
限
と

さ
れ
る
石
炭
や
石
油
な
ど

の
化
石
燃
料
や
原
子
力
と

は
異
な
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
発
生
や
廃
棄
物
処
理

と
い
っ
た
環
境
へ
の
負
荷

は
少
な
い
。
日
本
で
は
２
０

１
２
年
７
月
か
ら
一
定
条
件

の
も
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
力
会
社
が
買
い
取
る

こ
と
を
義
務
づ
け
た
「
固
定

価
格
買
取
制
度
」が
始
ま
る
。

▼
国
連
責
任
投
資
原
則

　

機
関
投
資
家
が
資
産
運
用

な
ど
で
の
意
思
決
定
の
際
、

「
環
境
」「
社
会
」「
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
企
業
統
治
）」
の
３

つ
の
要
素
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問

題
）
を
考
慮
し
て
判
断
を
下

す
よ
う
、
そ
の
指
針
を
示
し

た
も
の
。
当
時
の
国
連
事
務

総
長
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
氏
が

提
唱
し
、
２
０
０
６
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
で

発
足
式
が
行
わ
れ
た
。
２
０

１
０
年
３
月
現
在
、
こ
の

原
則
に
署
名
し
て
い
る
機

関
は
、
世
界
の
機
関
投
資

家
や
資
産
運
用
会
社
な
ど

７
０
０
社
を
超
え
る
。

▼
国
連
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
の
10
年

　

人
類
が
環
境
保
全
を
十

分
考
慮
し
た
開
発
行
為
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
教
育
活
動
が
不
可
欠

だ
と
し
て
、
国
連
が
実
施

し
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
期
間
は
２
０
０
５
〜

２
０
１
４
年
。「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（Education for Sustainable 
Development

）」
は
、
そ

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｅ
Ｓ

Ｄ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

2011年秋季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ミ
エ

ル
カ
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「ミエルカ」
（見える化）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp

　

２
０
１
１
年
７
月
、
政
府
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
で
ま

と
め
た
「
当
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
安
定
策
」
の
中
で
、
今
夏

に
お
け
る
電
力
需
給
の
見
通
し

が
報
告
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
２

０
１
２
年
夏
に
約
１
割
弱
の
ピ

ー
ク
時
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

　

予
測
す
る
最
大
需
要
電
力
の

前
提
は
、
前
年
の
実
績
ま
た
は

電
力
各
社
の
見
通
し
の
い
ず
れ

か
高
い
ほ
う
。
ま
た
、
原
子
力

発
電
所
は
、
定
期
検
査
後
の
再

起
動
が
な
く
、
火
力
発
電
所
な

ど
は
試
算
し
た
時
点
で
の
供
給

本
３
社
の
電
力
管
内
で
10
・
４

％
不
足
と
な
り
、
中
部
電
力
、

関
西
電
力
な
ど
中
西
日
本
６
社

管
内
で
も
８
・
３
％
の
不
足
。

不
足
す
る
電
力
量
は
、
そ
れ
ぞ

れ
８
３
４
万
㌔
㍗
、
８
２
３
万

㌔
㍗
で
、
日
本
全
国
（
９
電
力

管
内
）で
は
１
６
５
６
万
㌔
㍗
、

９
・
２
％
の
供
給
不
足
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
２
０
１
１
年
11

月
に
開
か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
会
議
で
は
、
①
見
え
る
化

の
徹
底
②
需
要
家
に
よ
る
省
エ

ネ
促
進
③
多
様
な
主
体
が
参
加

し
た
供
給
力
増
強
支
援
│
│
の

３
本
の
柱
を
中
心
に
、
予
算
や

規
制
制
度
改
革
で
後
押
し
し
な

が
ら
電
力
不
足
へ
の
対
応
を
進

め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

力
見
通
し
を
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
今
夏
ピ
ー

ク
時
の
電
力
は
、北
海
道
電
力
、

東
北
電
力
、
東
京
電
力
の
東
日

則
）」
と
題
し
た
文
書
。
こ

こ
に
は
、
７
項
目
の
原
則
が

記
さ
れ
て
お
り
、
趣
旨
に
賛

同
し
署
名
し
た
金
融
機
関
は

可
能
な
限
り
原
則
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と

が
、
２
０
１
１
年
10
月
、
環

境
分
野
に
お
け
る
金
融
機
関

の
行
動
指
針
を
と
り
ま
と
め

た
。「
持
続
可
能
な
社
会
の

形
成
に
向
け
た
金
融
行
動
原

則
（
21
世
紀
金
融
行
動
原

　

環
境
省
を
事
務
局
と
し

て
、
銀
行
、
証
券
、
生
命
保

険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
が

自
主
的
に
参
加
し
、
議
論
を

進
め
て
い
た
日
本
版
環
境
金

融
行
動
原
則
起
草
委
員
会

に
な
る
。

　

ま
と
め
ら
れ
た
７
つ
の
行

動
原
則
の
概
要
は
、
①
持
続

可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
②
環
境

分
野
の
産
業
に
対
す
る
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
③

中
小
企
業
の
環
境
活
動
、
市

民
の
環
境
意
識
向
上
、
災
害

へ
の
備
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
④
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

連
携
す
る
活
動
へ
の
参
画
⑤

環
境
関
連
法
規
の
順
守
、
環

境
負
荷
の
軽
減
⑥
環
境
活
動

の
重
要
性
の
認
識
、
取
り
組

み
の
情
報
開
示
⑦
環
境
や
社

会
の
問
題
に
対
す
る
自
社
の

役
職
員
の
意
識
向
上
。

　

ま
た
、
こ
の
行
動
原
則
を

実
践
す
る
た
め
の
業
務
別
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
採
択
さ
れ
て

い
る
。

政
府
試
算
に
よ
る
電
力
需
給
状
況

今夏も深刻、電力不足

　

２
０
１
２
年
７
月
、
本
誌
を
発
行
す
る
日

本
テ
ク
ノ
は
、
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
で
、
11
万

㌔
㍗
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
「
日
本
テ
ク

ノ
袖
ヶ
浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
の
運
転
を
開

始
す
る
。

　

同
社
は
、
電
気
設
備
の
保
守
管
理
や
点
検

サ
ー
ビ
ス
で
全
国
に
３
万
７
０
０
０
社
を
超

え
る
顧
客
を
持
つ
。
そ
の
う
ち
現
在
で
は
約

６
０
０
０
カ
所
の
工
場
な
ど
に
電
力
小
売
り

を
展
開
。
今
回
の
大
規
模
自
社
電
源
新
設
に

よ
り
、
小
売
り
先
へ
の
安
定
供
給
と
新
規
供

給
先
開
拓
の
基
盤
を
つ
く
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
大
手
電
力
会
社
以
外

の
事
業
者
が
新
設
す
る
発
電
所
と
し
て
は
国

内
最
大
級
と
い
わ
れ
て
お
り
、
同
社
で
は
、

原
発
事
故
な
ど
を
受
け
た
電
力
不
足
解
消
に

も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。（
関
連
記

事
２
面
に
掲
載
）

企業が発展していると考える環境ビジネス

『
ガ
ラ
ス
の
地
球
を
救
え
』ほ
か

環
境
関
連
図
書
紹
介

冬
の
節
電
ノ
ウ
ハ
ウ

省
エ
ネ
の
達
人
に
学
ぶ

環境政策最前線
識者COLUMN

　

ウ
ィ
ッ
ト
に

富
ん
だ
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ー
リ
ー

や
Ｓ
Ｆ
作
品
で

知
ら
れ
た
ア
メ

リ
カ
の
作
家
フ
レ
ド
リ
ッ

ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
１
９
０
６

│
１
９
７
２
）の
作
品
に『
ウ

ァ
ヴ
ェ
リ
地
球
を
征
服
す
』

と
い
う
短
編
が
あ
る
。

▼
宇
宙
か
ら
の
侵
略
者
が
、

地
球
上
で
電
気
が
発
生
す
る

や
い
な
や
即
座
に
吸
い
尽
く

し
て
し
ま
う
と
い
う
物
語
。

た
だ
し
、
こ
の
ウ
ァ
ヴ
ェ
リ

と
呼
ば
れ
る
侵
略
者
は
、
ほ

か
の
Ｓ
Ｆ
作
品
の
よ
う
に
暴

力
的
な
異
星
人
で
は
な
い
。

人
間
と
は
異
な
る
知
性
を
持

っ
て
は
い
る
が
、
い
わ
ば
現

象
の
よ
う
な
も
の
。
雲
の
中

で
起
こ
る
雷
か
ら
、
人
工
的

に
つ
く
ら
れ
た
電
気
ま
で
を

吸
い
取
る
以
外
こ
れ
と
い
っ

た
害
は
加
え
な
い
。
人
間
か

ら
は
姿
形
も
見
え
な
い
。

▼
こ
の
短
い
物
語
の
中
で
、

人
類
は
比
較
的
冷
静
に
電
気

が
奪
わ
れ
る
事
態
に
対
処
す

る
。
政
府
が
一
丸
と
な
っ
て

蒸
気
機
関
を
復
活
さ
せ
、
身

近
な
力
仕
事
に
は
馬
や
牛
の

力
を
利
用
、
小
規
模
の
手
工

業
が
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
な

る
。
電
気
が
使
え
ず
、
一
時

的
に
大
勢
の
失
業
者
が
出
る

が
、
す
ぐ
に
手
仕
事
の
需
要

が
ふ
く
れ
あ
が
り
求
人
難
に

さ
え
な
っ
て
い
く
。
人
々
は

身
の
丈
に
あ
っ
た
ゆ
っ
た
り

と
し
た
生
活
に
立
ち
戻
る
。

▼
20
世
紀
の
半
ば
に
、
優
れ

た
作
家
が
描
い
た
空
想
の
世

界
。
電
気
が
必
要
不
可
欠
に

な
っ
て
い
る
現
代
社
会
で
、

物
語
が
示
唆
す
る
も
の
を
改

め
て
考
え
直
し
て
み
る
の
も

面
白
い
。

　

環
境
省
は
２
０
１
１
年
６

月
に「
環
境
経
済
観
測
調
査
」

を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
し

た
。
２
０
１
０
年
12
月
の
調

査
に
続
く
も
の
で
、
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
に
焦
点
を
絞
っ
て
経

済
動
向
を
調
査
し
た
も
の
。

全
国
の
資
本
金
２
０
０
０
万

円
以
上
の
民
間
企
業
の
う
ち

資
本
金
、
業
種
別
の
層
化
無

作
為
抽
出
法
で
選
出
し
た
１

万
１
４
９
７
社
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
し
、
４
５
５
０
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　

公
表
結
果
か
ら
は
、
日
本

の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い

て
、
多
く
の
企
業
が
今
後
の

発
展
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
端
的

に
示
す
の
が
、「
現
在
」「
半

年
先
」「
10
年
先
」
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
け
る
日
本
の
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
の
業
況
に
つ
い
て

「
良
い
」「
さ
ほ
ど
良
く
な

い
」「
悪
い
」
の
３
つ
の
選

択
肢
か
ら
回
答
を
得
る
調
査

の
集
計
。「
良
い
」
の
割
合

（
％
）
か
ら
「
悪
い
」
の
割

合
（
％
）
を
引
い
た
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
は
、「
現
在
」
が
プ

ラ
ス
３
、「
半
年
先
」
が
プ

ラ
ス
14
、「
10
年
先
」
で
は

プ
ラ
ス
55
と
将
来
に
な
る
ほ

ど
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
業
況
が

「
良
い
」
と
答
え
る
企
業
が

多
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
日

銀
の
全
国
企
業
短
期
経
済
観

測
調
査
に
よ
る
同
時
期
（
２

０
１
１
年
６
月
）
の
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
（
全
規
模
・
全
産
業
）

は
マ
イ
ナ
ス
18
だ
っ
た
。

　
「
我
が
国
で
発
展
し
て
い

る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
」
を

問
う
質
問
で
は
、「
現
在
」

最
も
発
展
し
て
い
る
と
見
ら

れ
て
い
る
の
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
動
車
。
次
い
で
大
気
汚

染
防
止
用
装
置
・
施
設
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
化
製
品
の

順
。
そ
れ
が
「
半
年
先
」
に

は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

（
関
連
機
器
製
造
）
が
首
位

に
な
り
、
次
い
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
動
車
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
順
と
な
る
。

「
10
年
先
」
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
関
連
機
器
製
造
）、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
順

で
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
蓄

電
池
が
後
に
続
く
。
10
年
先

に
か
け
た
将
来
は
、
こ
う
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
産
業

が
有
望
で
あ
る
と
多
く
の
企

業
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

モ 　 バ イ 　
ミ ド 　 ネ ル
ジ 　 ク 　 ー
　 キ リ カ ブ
チ エ 　 ツ ル

日
本
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
業
況
良
好

出所：環境省『平成23年6月環境経済観測調査』

災害に強い地域社会構築に
寄与するスマートグリッド

電力各社の今夏の電力需給

「当面のエネルギー需給安定策」（2011年７月29日）をもとに作成。

Techno View

日本テクノ

過去最大約１００億円を投資

1995年 4月 日本テクノ株式会社（本社：神奈川県相模原市）設立
1996年 １２月 高圧電気設備24時間監視装置「ＥＳシステム」販売開始
2002年 １０月 高圧電気設備24時間監視装置付デマンド監視装置「ES

システムDNA」販売開始
2004年 １０月 電気保安法人として電気保安管理業務に民間初の参入
2005年 4月「日本テクノ協力会・日電協」所属の電気主任技術者と業務

提携
2007年 4月 本社を新宿センタービルに移転

7月 テクノ・サテライト・オフィス（沖縄県沖縄市）を開設
特定規模電気事業者（PPS）の事業開始届出

2008年 1月 環境指向型多機能モニタ付デマンド警報器「ＥＲＩＡ」販売
開始

4月 テナントビル向け電力集中自動検針システム「ECO-ＴＥＮＡ
ＮＴ」サービス開始

１０月 日本卸電力取引所（JEPX）への電力卸売取引を開始
2009年 6月 電力小売り事業を開始
2010年 7月 BSジャパンにて『省エネの達人「企業編」』放送開始
2011年 7月 本社を新宿センタービル51Fに集約
2012年 7月「日本テクノ袖ヶ浦グリーンパワー」運転開始予定

電力９社全体中西日本６社東日本３社

10.4%不足 8.3%不足 9.2%不足

【
最
大
需
要
電
力
】 

７
９
８
６
万
㌔
㍗

【
電
力
供
給
力
】 

７
１
５
２
万
㌔
㍗

【
最
大
需
要
電
力
】 

９
９
６
８
万
㌔
㍗

【
電
力
供
給
力
】 

９
１
４
５
万
㌔
㍗

【
最
大
需
要
電
力
】 

１
億
７
９
５
４
万
㌔
㍗

【
電
力
供
給
力
】 

１
億
６
２
９
７
万
㌔
㍗

▲834万kW ▲823万kW ▲1656万 kW

順位 環境ビジネスの種類 ％

現
在

1 省エネルギー自動車 24.7

2 大気汚染防止用装置・施設 14.0

3 省エネルギー電化製品 11.6

4 太陽光発電システム（関連機器製造） 9.6

5 下水、排水処理用装置・施設 9.1

半
年
先

1 太陽光発電システム（関連機器製造） 20.1 

2 省エネルギー自動車 17.6

3 再生可能エネルギー 10.3

4 省エネルギー電化製品 8.9

5 太陽光発電システム（据付・メンテナンス等） 5.8

10
年
先

1 再生可能エネルギー 33.9

2 太陽光発電システム（関連機器製造） 10.7

3 省エネルギー自動車 9.1

4 スマートグリッド 7.7

5 蓄電池 4.7

http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 冬季　【季刊】

だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
信
用
不
安
に
端

を
発
し
た
歴
史
的
な
円
高
。
国
内

製
造
業
な
ど
の
輸
出
産
業
は
否
応

な
く
経
営
を
圧
迫
さ
れ
た
。
そ
こ

に
タ
イ
の
洪
水
被
害
に
よ
る
国
外

生
産
拠
点
へ
の
打
撃
。
日
本
経
済

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
降
り

か
か
っ
て
き
た
。

　

小
社
の
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
も
、
電
力
需
給
の

バ
ラ
ン
ス
調
整
に
よ
る
節
電
要
請

や
燃
料
費
調
整
単
価
の
高
騰
な
ど

が
、
企
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
始
め
て
い
る
。
節
電
に
協
力

す
る
た
め
の
事
業
工
程
の
見
直
し

だ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
増
加
が
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
の
だ
。
震
災
前
の
２
月
か
ら

同
年
12
月
ま
で
の
燃
料
費
調
整
単

価
（
高
圧
供
給
）
は
、
10
電
力
会

社
の
単
純
平
均
で
１
㌔
㍗
時
当
た

り
１
・
29
円
の
上
昇
。
最
も
上
昇

幅
の
小
さ
い
四
国
電
力
で
も
０
・

69
円
増
で
、
最
大
の
東
京
電
力
で

は
２
・
20
円
増
に
な
る
。
燃
料
費

調
整
に
関
し
て
は
総
原
価
方
式
の

見
直
し
や
、
２
０
１
２
年
に
入
っ

て
円
高
が
反
映
さ
れ
た
た
め
値
下

げ
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
昨
年

後
半
の
コ
ス
ト
増
加
が
、
重
荷
と

な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
非
常
に
重

要
と
な
る
。
こ
の
１
年
、
多
く
の

経
営
者
が
そ
れ
を
再
認
識
し
た
。

　

一
方
で
日
本
は
２
０
０
８
〜
２

０
１
２
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
年
平
均
６
％
削
減
（
１
９

９
０
年
比
）
す
る
義
務
を
負
っ
て

い
る
。
京
都
議
定
書
で
示
さ
れ
た

国
際
的
な
約
束
事
だ
。
だ
が
原
発

稼
働
が
難
し
い
中
、
こ
の
温
暖
化

対
策
に
も
危
う
い
事
態
が
迫
っ
て

い
る
。
例
え
ば
最
近
、
電
源
確
保

の
た
め
設
置
が
増
え
て
い
る
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
火
力
発
電

所
で
は
、
発
電
量
１
㌔
㍗
時
当
た

り
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
が
約
６
０
０
㌘
に
な
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
原
子
力
発
電
は
建

設
時
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

含
め
て
も
同
20
㌘
程
度
だ
。
こ
の

ま
ま
火
力
発
電
へ
の
移
行
が
進
め

ば
、
そ
の
電
気
を
使
う
企
業
の

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
に
よ
る

努
力
が
一
瞬
に
し
て
消
え
て
し
ま

う
可
能
性
す
ら
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
発
電

源
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
効

率
性
や
環
境
配
慮
に
加
え
、安
心
・

安
全
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
環

境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
も
、
原
発
に
代
わ
る
発
電
源
は

必
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
技
術
開

発
も
不
可
欠
で
あ
る
。と
は
い
え
、

そ
う
し
た
い
く
つ
も
の
課
題
を
ク

リ
ア
し
た
電
源
は
、
一
朝
一
夕
に

確
保
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

今
で
き
る
対
策
は
、
や
は
り
省

エ
ネ
活
動
の
継
続
だ
ろ
う
。
無
理

な
節
電
か
ら
本
当
の
意
味
で
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
中
で
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
の
改
善
、
つ

ま
り
運
用
改
善
の
省
エ
ネ
は
欠
か

せ
な
い
。
運
用
改
善
は
、
人
の
意

識
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
が

始
ま
る
。
ど
ん
な
に
技
術
が
進
歩

し
て
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
人
の

意
識
が
正
し
い
方
向
に
向
か
わ
な

け
れ
ば
す
べ
て
が
無
駄
に
な
る
か

ら
だ
。

　

２
０
１
２
年
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
意
識
の
変
化
を
求
め
ら
れ

る
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

２
０
１
１
年
10
月
31
日
、
地

球
上
の
人
口
が
70
億
人
に
達
し

た
。
１
分
間
で
１
５
０
人
の
ペ

ー
ス
で
増
え
て
い
る
。
13
年
後

に
は
80
億
人
に
達
す
る
よ
う

だ
。
人
口
の
増
加
は
人
類
の
成

功
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
反

面
、
皆
が
質
の
高
い
生
活
を
送

れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

そ
の
背
景
に
は
資
源
の
枯
渇

が
課
題
と
し
て
あ
る
。
２
０
０

０
年
ま
で
の
70
年
間
で
人
口
は

３
倍
に
な
り
水
の
使
用
量
は
６

倍
に
な
っ
た
。
今
世
紀
半
ば
に

は
約
40
億
人
が
水
不
足
に
陥

る
。
ま
た
、
全
人
口
に
最
低
限

の
食
料
が
行
き
わ
た
る
に
は
２

０
５
０
年
ま
で
に
食
料
生
産
を

70
％
増
や
す
必
要
が
あ
る
が
、

地
球
上
で
増
や
せ
る
農
地
は
５

％
程
度
。
世
界
の
９
億
人
が
飢

餓
状
態
に
な
る
計
算
だ
。
発
電

や
製
鉄
な
ど
の
産
業
を
支
え
る

石
油
資
源
は
あ
と
50
年
か
ら
１

０
０
年
で
使
い
果
た
す
と
の
予

測
も
あ
る
。

　
『
世
界
人
口
白
書
２
０
１
１
』

で
は
「
世
界
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
、私
は
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
問
い
を
投
げ
掛
け
て
い

る
。
そ
の
答
え
の
一
つ
は
「
増

え
た
だ
け
の
人
口
を
支
え
ら
れ

る
社
会
環
境
」の
整
備
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
電
池
に
た
め
て
お

き
、
交
通
網
や
街
全
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
最

適
な
利
用
を
す
る
。
ス
マ
ー
ト

な
技
術
の
開
発
に
よ
る
資
源
の

節
約
や
、
各
人
の
生
活
の
工
夫

で
、
人
口
を
支
え
ら
れ
る
社
会

の
構
築
が
可
能
だ
。

　

改
正
前
の
環
境
保
全
活

動
・
環
境
教
育
推
進
法
は
、

体
験
的
な
環
境
教
育
を
行
う

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
中

心
と
し
て
細
か
な
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ほ

か
の
要
素
は
訓
示
規
定
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
今
回
の
改
正
法
で

は
、
環
境
分
野
の
実
践
的
人

材
づ
く
り
に
主
眼
を
置
き
、

行
政
や
企
業
、
各
種
団
体
な

ど
が
協
働
し
て
取
り
組
み
を

進
め
る
よ
う
規
定
も
大
幅
に

加
筆
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
法
律
の
名
称
も
「
環
境
教

需給逼迫、景気動向、温暖化問題──
求められるのは省エネ活動の継続
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環
境
分
野
で
初
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
世
界

に
広
め
た
「
も
っ
た
い
な
い
」。

資
源
や
物
、
命
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
日

本
語
が
今
ま
た
注
目
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
の
震
災
以
降
、
電
気

も
食
料
も
無
駄
な
消
費
を
減
ら

し
、
か
つ
快
適
な
生
活
を
実
現

す
る
日
本
の
復
興
活
動
に
世
界

が
注
目
し
て
い
る
。「
も
っ
た

い
な
い
」
精
神
が
根
づ
い
て
い

る
日
本
が
70
億
人
の
世
界
に
向

け
て
で
き
る
こ
と
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
何

が
で
き
る
か
、
考
え
て
み
る
い

い
機
会
だ
。

環
境
分
野
の
実
践
的
人
材
づ
く
り
へ

　

２
０
１
１
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の

増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
環
境
保
全
活
動
・
環
境

教
育
推
進
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
同
年
10
月
に
一
部
施
行

さ
れ
、
２
０
１
２
年
10
月
に
は
完
全
施
行
と
な
る
。

改正法の考え方イメージ

　

２
０
１
１
年
９
月
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
し
た
企
業
な
ど
に
対

し
、
認
定
す
る
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
申
請
し
た
企
業

な
ど
の
取
り
組
み
が
、
環
境

省
の
策
定
し
た
認
定
基
準
に

適
合
す
る
か
ど
う
か
認
証
委

員
会
に
よ
っ
て
審
査
し
た
う

え
で
、
認
め
ら
れ
れ
ば
カ
ー

ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
認
証

ラ
ベ
ル
が
与
え
ら
れ
る
。

　

事
業
活
動
な
ど
で
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
自
ら

の
削
減
活
動
に
よ
っ
て
減
ら

し
、
削
減
し
き
れ
な
か
っ
た

量
を
排
出
量
取
引
な
ど
に
よ

っ
て
全
量
埋
め
合
わ
せ
る
の

受
け
た
企
業
は
、
認
証
ラ
ベ

ル
を
名
刺
や
製
品
な
ど
に
つ

け
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮

し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
を
対

外
的
に
示
せ
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
一
部
ま
た
は
全
量
を
自

社
の
削
減
活
動
や
排
出
量
取

引
な
ど
で
埋
め
合
わ
せ
る
カ

育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取

組
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
改
め
ら
れ
た
。
現
在
、
国

連
が
展
開
し
て
い
る
「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

の
10
年
」
な
ど
の
「
環
境
問

題
を
解
決
す
る
に
は
、
適
切

な
教
育
活
動
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
い
っ
た
国
際
的
コ
ン

セ
ン
サ
ス
も
に
ら
ん
だ
法
改

正
と
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
民
間
団
体
の
参
入
機

会
を
大
幅
に
増
や
し
た
り
、

環
境
保
全
活
動
に
経
済
的
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
加
え
る

こ
と
を
求
め
る
な
ど
の
内
容

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
環
境
教
育
」
の

定
義
に
つ
い
て
も
、
旧
法
で

は
、
単
に
「
環
境
の
保
全
」

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

教
育
や
学
習
と
し
て
い
た
の

に
対
し
、
改
正
法
で
は
、「
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目

指
し
て
」
と
目
的
を
追
加
し

て
、
さ
ら
に
環
境
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
社

会
、
経
済
、
文
化
と
、
分
野

を
広
げ
て
、
そ
れ
ら
の
保
全

に
関
す
る
教
育
や
学
習
と
し

た
。
同
様
に
「
環
境
保
全
活

動
」
の
定
義
に
も
改
正
法
で

は
、「
生
物
の
多
様
性
の
保

全
」「
循
環
型
社
会
の
形
成
」

と
い
う
文
言
を
加
え
、
法
律

で
規
定
す
る
枠
組
み
を
広
げ

て
い
る
。

２０１１年 高圧供給の燃料費調整単価の推移

　

２
０
１
１
年
は
、
波
乱
万
丈
の

１
年
で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
と

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
伴
う
福
島

第
一
原
発
事
故
。
そ
の
影
響
に
よ

る
電
力
不
足
か
ら
計
画
停
電
や
電

気
事
業
法
に
よ
る
電
力
使
用
制
限

令
が
発
動
さ
れ
た
。
原
発
へ
の
不

安
か
ら
く
る
原
発
廃
止
論
に
よ
る

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直

し
も
迫
ら
れ
て
い
る
。
震
災
後
の

国
内
情
勢
は
、
周
知
の
通
り
過
酷

　

２
０
１
１
年
10
月
、
国
立
環
境
研
究
所
は

２
０
１
１
年
始
め
の
冬
か
ら
春
に
か
け
て
北

極
上
空
の
オ
ゾ
ン
破
壊
が
観
測
史
上
最
大
規

模
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
海
陸
分
布
の
違

い
か
ら
、
冬
季
の
温
度
が
南
極
よ
り
高
い
北

極
で
は
、
こ
れ
ま
で
南
極
の
よ
う
な
大
規
模

な
オ
ゾ
ン
破
壊
は
観
測
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
冬
の
北
極
で
は
低
温
状

態
が
長
期
間
続
い
た
た
め
、
オ
ゾ
ン
破
壊
が

大
き
く
進
行
。
発
表
に
よ
れ
ば
、
初
め
て
南

極
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
に
匹
敵
す
る
規
模
の
破
壊

に
至
っ
た
と
い
う
。
同
研
究
所
は
、
今
後
も

北
極
上
空
で
オ
ゾ
ン
破
壊
が
進
行
す
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
10
月
、
環
境
省
は
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
４
品
目

（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
の
廃
家
電
に
つ
い

て
、
２
０
１
０
年
度
の
不
法
投
棄
の
状
況
を

ま
と
め
公
表
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
全
国
の
不
法
投
棄
台
数

（
推
定
値
）
は
、
13
万
１
７
８
５
台
で
、
昨

年
の
13
万
３
２
０
７
台
か
ら
１
・
１
％
減
少
。

こ
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
式
テ
レ
ビ
で
、
全
体
の
72
・
４
％
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
、
廃
パ
ソ
コ
ン
の
不
法
投
棄

台
数
も
前
年
度
の
５
２
５
６
台
か
ら
４
６
０

８
台
と
、
12
・
３
％
減
少
し
た
。

　

大
阪
の
堺
市
と
関
西
電
力
の
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
「
堺
太
陽
光
発
電
所
」
の
営

業
運
転
が
、
２
０
１
１
年
９
月
、
全
区
画
で

開
始
さ
れ
た
。
場
所
は
堺
市
の
臨
海
部
で
、

産
業
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
処
分
場
内
。
敷
地

面
積
は
約
21
㌶
。
出
力
１
万
㌔
㍗
、
年
間
発

電
量
約
１
１
０
０
万
㌔
㍗
時
を
見
込
む
国
内

最
大
の
太
陽
光
発
電
所
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
10
月
に
第
１
区
画
の
営
業
運

転
を
開
始
、２
０
１
１
年
３
月
に
第
２
区
画
、

そ
し
て
今
回
の
第
３
区
画
営
業
運
転
開
始
で

全
区
画
が
始
動
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
約

４
０
０
０
㌧
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）
排

出
削
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

北
極
の
オ
ゾ
ン
破
壊
、南
極
レ
ベ
ル
に

廃
家
電
の
不
法
投
棄
台
数
1.1
％
減

国
内
最
大
の
太
陽
光
発
電
所
、始
動

eco topicseco topics

環境省発表資料をもとに作成

国
内
初 

大
規
模
ガ
スエン
ジ
ン
発
電
所

　

２
０
１
１
年
９
月
、
川
崎
重

工
業 

株
式
会
社
は
発
電
容
量

が
11
万
㌔
㍗
に
な
る
発
電
所

「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ヶ
浦
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
」
の
建
設
工
事
を
受

注
し
た
と
発
表
し
た
。

　

発
電
所
に
導
入
さ
れ
る
の

は
、
世
界
最
高
の
発
電
効
率
49

％
を
う
た
う
発
電
出
力
７
８
０

０
㌔
㍗
の
「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ
ー

ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
」
Ｋ
Ｇ
18
Ｖ

型
が
14
基
。
比
較
的
規
模
の
大

き
な
発
電
所
で
は
通
常
タ
ー
ビ

ン
の
発
電
機
な
ど
が
利
用
さ
れ

る
が
、
今
回
の
よ
う
に
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
だ
け
で
10
万
㌔
㍗
を
超

え
る
発
電
所
が
構
成
さ
れ
る
の

は
国
内
初
と
な
る
。

　

同
エ
ン
ジ
ン
は
川
崎
重
工
が

２
０
０
４
年
か
ら
４
年
か
け
て

開
発
し
た
。
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク

ル
用
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
で
確
立

し
た
特
殊
な
流
体
解
析
技
術
な

ど
を
駆
使
し
て
エ
ン
ジ
ン
燃
焼

川崎重工 日本テクノへ設備提供
室
な
ど
の
形
状
を
設
計
、
シ
リ

ン
ダ
ご
と
の
個
別
制
御
や
、
主

室
（
燃
焼
室
）
と
副
室
（
着
火

部
分
）
で
個
別
に
ガ
ス
供
給
す

る
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
加
え
、
従

来
レ
ベ
ル
よ
り
５
％
以
上
も
発

電
効
率
を
向
上
さ
せ
た
。
同
時

に
Ｎ
Ｏ
Ｘ

排
出
量
も
２
０
０ｐ

ｐ
ｍ
以
下
と
低
く
、
国
内
ほ
ぼ

全
域
で
脱
硝
装
置
が
不
要
と
な

り
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）

排
出
量
も
大
手
電
力
会
社
に
並

ぶ
低
レ
ベ
ル
。
蒸
気
利
用
の
タ

ー
ビ
ン
な
ど
と
は
異
な
り
給
排

水
設
備
も
不
要
で
、
大
型
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
と
も
違
い
柔
軟
な
出

力
変
動
も
可
能
。
電
気
着
火
方

式
の
採
用
で
、
多
く
の
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
で
必
要
と
さ
れ
る
着
火

用
の
液
体
燃
料
も
要
ら
な
い
。

　

電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
の
は
多
く
は
夏
場
。
実
は
発

電
設
備
も
外
気
温
が
高
く
な
る

と
発
電
効
率
が
落
ち
る
。
例
え

ば
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
は
、通
常
、

吸
気
温
度
が
35
℃
を
超
え
る
と

２
割
程
度
出
力
が
低
下
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
導
入
さ
れ

る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
35
℃
時
点

の
出
力
変
化
は
な
く
40
℃
近
く

に
な
っ
て
数
％
低
下
す
る
程

度
。
供
給
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
季
節
で
も
安
定
的
に
発
電
で

き
る
。
起
動
か
ら
10
分
以
内
で

流動解析技術、シリンダ個別制御……
技術の集結で実現、世界最高の発電効率

定
格
負
荷
に
到
達
で
き
る
機
動

性
も
、
変
動
の
多
い
電
力
需
要

に
は
適
し
て
お
り
、
全
体
の
シ

ス
テ
ム
が
比
較
的
簡
易
な
の
で

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
容
易
だ
。

　

現
在
、
川
崎
重
工
の
神
戸
工

場（
従
業
員
数
約
２
５
０
０
名
、

敷
地
面
積
36
万
平
方
㍍
）
に
も

同
エ
ン
ジ
ン
の
発
電
設
備
が
置

か
れ
て
お
り
、
工
場
全
体
の
需

要
電
力
の
約
半
分
を
ま
か
な
っ

て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
８
月
に
完
全
運

転
開
始
を
予
定
し
て
い
る
「
日

本
テ
ク
ノ
袖
ヶ
浦
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
」
に
は
同
エ
ン
ジ
ン
が
14

基
設
置
さ
れ
る
。
計
画
か
ら
わ

ず
か
１
年
で
の
運
転
開
始
。
短

納
期
に
よ
る
即
応
性
も
同
エ
ン

ジ
ン
の
特
徴
だ
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
当
社
製
品
が

採
用
さ
れ
た
理
由
に
は
、
発
電
効
率
や
環

境
性
能
の
高
さ
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
大
き
か
っ
た
の

が
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
が
需
要
家
に
根
ざ

し
た
Ｐ
Ｐ
Ｓ
で
あ
っ
た
こ
と
。
大
規
模
な

電
源
を
設
置
し
て
そ
の
電
力
を
小
売
り
す

る
供
給
サ
イ
ド
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
で
は
な
く
、
多

数
の
需
要
家
を
顧
客
と
し
て
持
ち
、
そ
の

基
盤
に
電
気
を
供
給
す
る
需
要
サ
イ
ド
の

Ｐ
Ｐ
Ｓ
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
細
か
な
電

力
需
要
の
変
動
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
発

電
設
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
当
社
製
品
は
比
較
的
小
さ
な

電
力
需
要
（
低
負
荷
）
で
も
高
い
発
電
効

率
を
維
持
で
き
る
な
ど
他
社
に
な
い
多
く

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
し

た
当
社
の
技
術
力
が
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ

ィ
を
要
求
す
る
需
要
サ
イ
ド
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に

最
適
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

求められた要求に
最も適した発電設備

ガスタービン・機械
カンパニー /機械ビ
ジネスセンター長

井城 讓治氏

環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育
推
進
法
改
正

名称も改正「環境教育等による環境
保全の取組の促進に関する法律」

１．基本理念などの充実
法律の目的や基本理念などに、協働での取り組み、生命尊
重、経済社会との統合などを加える。

２．地方自治体による活動推進の枠組みを具体化
「環境教育」「協働での取り組み推進」について行動計画
を作成。地域協議会の設置。

３．学校教育における環境教育の充実
①教育活動における環境配慮の努力義務
学校施設などの整備の際に、適切な環境配慮を促進させ
る。また教育を通じた環境保全活動を推進させる。
②学校教育における環境教育の一層の推進
国や自治体は、学校の教育活動を通じて体系的な環境教
育が行われるよう、情報提供や教材開発などを実施。また、
教育職員の資質向上を図る。

４．環境教育の基盤強化
①環境教育を支援する団体の指定
②人材認定の登録対象に環境教育の教材開発事業を追加

５．自然体験の場を提供する仕組みの導入
知事による認定制度の導入。

６．環境行政への民間団体の参加や協働の取り組み推進
① 政策形成への民意の反映
② 公共サービスへの民間団体の参入機会の増進
③ 協働の取り組みを推進するための協定制度導入
④ 事業型環境NPO の活動支援

ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
深

化
さ
せ
た
も
の
で
、
排
出
量

の
全
量
を
削
減
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

制
度
は
、
全
体
の
調
整
役

温室効果ガスの
排出ゼロに公的証明

カーボン・ニュートラル認証制度

認
定
企
業
に
ラ
ベ
ル
を
発
行

が
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
考
え
方
。
今
回
の
制

度
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
対
し
、
信
頼
性
を
示
す
た

め
に
設
け
ら
れ
た
。
認
証
を

行
う
認
証
委
員
会
、
制
度
全

体
を
客
観
的
に
監
理
す
る
監

督
委
員
会
で
構
成
す
る
カ
ー

ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
認
証

制
度
事
務
局
が
運
営
す
る
。

と
な
る
運
営
委
員

会
、
認
証
や
ラ
ベ
ル

発
行
の
承
認
な
ど
を

川崎重工・神戸工場で稼働中のガスエンジン発電機。

日本テクノへ納入するガスエンジンの組み立て作業。

出所：UNFPA『世界人口白書2011』
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新
春
を
迎
え
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
。
自
然
と
一
体
と

な
っ
て
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
最
近
は
環
境
保
全
を
考
慮
し
な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
２
０
０
９
年
か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
リ
フ
ト
券
を
企
画
す
る
団
体
が
あ
る
。
雪
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
起
こ
し
や
観
光
振
興
な
ど

に
取
り
組
む
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

雪
の
都
Ｇ
Ｏ
雪
共
和
国
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
す
る

団
体
の
事
務
長 

辻
本
和
男
さ
ん
を
取
材
し
た
。

ト
や
ナ
イ
タ
ー
照
明
な
ど
の
機
器
、
ゲ
レ
ン

デ
整
備
の
圧
雪
車
、
訪
れ
る
利
用
客
の
自
動

車
な
ど
意
外
に
多
様
な
排
出
源
が
あ
る
。

　
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
た
の
は
、
自
然
、
文
化
、
人
々
と

の
交
流
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

vol.11

　

２
０
１
１
年
11
月
に
経
済
産
業
省
か
ら
今
冬
に

お
け
る
電
力
需
給
対
策
が
発
表
さ
れ
、
関
西
電
力

管
内
で
10
％
以
上
、
九
州
電
力
管
内
で
５
％
以
上

の
節
電
が
要
請
さ
れ
た
。
今
回
は
ピ
ー
ク
期
間
・

時
間
帯
の
使
用
最
大
電
力
の
抑
制
と
し
た
。
冬
季

は
需
要
の
ピ
ー
ク
が
朝
・
夕
の
２
回
と
な
る
た
め
、

夏
季
に
比
べ
て
節
電
は
難
し
い
と
の
声
も
あ
る
。

節
電
要
請
を
受
け
暖
房
の
設
定
温
度
を
低
く
す
る

オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
が
増
え
、
発
熱
・
保
温
素
材
を

使
っ
た
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
関
連
の
ア
イ
テ
ム
に
人
気

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
大
分
県
国
東
市
で
、
ウ
エ
ッ
ト
ス

ー
ツ
の
素
材
を
使
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
湯
た
ん
ぽ
づ

く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜
水

株
式
会
社
が
製
造
す
る
「
や
わ
ら
か
湯
た
ん
ぽ
」

は
節
電
意
識
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
注
文
が
急
増
。

昨
冬
の
倍
に
あ
た
る
約
３
万
個
を
製
造
し
よ
う
と

例
年
よ
り
２
カ
月
早
い
８
月
か
ら
作
業
を
始
め
て

い
る
と
い
う
。
同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
伊
賀
正

男
さ
ん
を
取
材
し
た
。

　

同
社
は
１
９
８
２
年
の
設
立

以
来
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
専

門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
造
・
販

売
を
行
っ
て
き
た
が
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
減
少
と
と
も

に
数
年
前
か
ら
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
の
販
売
が
不
振
。
一
方
で
、

ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
生
地
は
、

断
熱
性
・
防
水
性
に
優
れ
、
軽

い
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
そ
の

生
地
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り

を
模
索
し
て
き
た
。

　

４
年
前
、
マ
リ
ン
シ
ョ
ッ
プ

の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
冬
場
に
シ

ャ
ワ
ー
代
わ
り
の
お
湯
を
入
れ

る
容
器
は
で
き
な
い
か
」
と
相

談
さ
れ
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の

生
地
で
保
温
性
の
あ
る
容
器
を

思
想
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
の
土
地
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
サ

ー
ビ
ス
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
確
立
で
き
れ
ば
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
今
回
の
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
リ
フ
ト
券
も
そ
の
一
つ
な
ん
で

す
」
と
辻
本
さ
ん
は
言
う
。

　

辻
本
さ
ん
の
「
雪
の
都
Ｇ
Ｏ
雪
共
和
国
」

は
、
新
潟
・
群
馬
・
長
野
の
３
県
に
ま
た
が

る
７
市
町
村
の
自
治
体
や
各
種
団
体
で
構
成

さ
れ
る
「
雪
国
観
光
圏
」
の
メ
ン
バ
ー
。
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
リ
フ
ト
券
の
販
売
は
、

こ
の
雪
国
観
光
圏
が
新
潟
の
苗
場
ス
キ
ー
場

で
開
始
し
た
。
販
売
の
ス
タ
ー
ト
は
２
０
０

９
／
２
０
１
０
シ
ー
ズ
ン
か
ら
。

　

利
用
者
は
通
常
の
料
金
に
加
え
１
０
０
円

の
寄
付
金
を
払
う
こ
と
で
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
リ
フ
ト
券
を
購
入
で
き
る
。
寄
付
金
１

つ
く
る
こ
と
に
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
伊
賀
さ
ん
は
湯
た
ん
ぽ

づ
く
り
を
ひ
ら
め
い
た
と
い

う
。し
か
し
生
地
と
は
異
な
り
、

接
合
部
の
接
着
剤
は
耐
熱
性
に

優
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
縫

合
に
１
年
近
く
も
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
。
お
湯
の
注
入
口

は
特
注
で
金
型
か
ら
つ
く
る
必

要
が
あ
る
な
ど
課
題
は
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
縫

製
技
術
と
、
提
携
企
業
や
大
分

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど

の
支
援
を
受
け
「
や
わ
ら
か
湯

た
ん
ぽ
」
は
完
成
し
た
。

　
「
80
℃
く
ら
い
の
お
湯
を
入

れ
る
の
で
す
が
、
お
風
呂
に
つ

か
る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
体
感

温
度
に
な
る
よ
う
生
地
の
厚
さ

を
７
㍉
程
度
に
調
整
し
て
い
ま

す
。
生
地
は
や
わ
ら
か
く
、
体

の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
肌
触
り
も
い
い
。
あ
ら

た
め
て
湯
た
ん
ぽ
に
適
し
た
材

質
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
最

近
で
は
震
災
の
影
響
も
あ
り
災

害
時
の
活
用
法
に
も
注
目
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
の
水
は

緊
急
時
の
飲
料
水
や
ト
イ
レ
の

水
と
し
て
、
さ
ら
に
単
体
で
も

空
気
を
入
れ
て
枕
代
わ
り
に
使

え
る
な
ど
、
汎
用
性
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
伊
賀
さ
ん
。

　

１
つ
ず
つ
１
０
０
％
手
づ
く

り
す
る「
や
わ
ら
か
湯
た
ん
ぽ
」

は
、
そ
の
使
い
心
地
と
節
電
需

要
の
影
響
も
あ
り
人
気
商
品
に

な
っ
た
。
手
狭
に
な
っ
た
生
産

工
場
は
２
年
前
に
移
転
。
廃
校

に
な
っ
た
地
元
の
中
学
校
跡
地

を
有
効
利
用
し
、
地
元
の
雇
用

促
進
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
最
初
は
保
温
容
器
の
開
発

を
始
め
ま
し
た
が
視
点
を
少
し

変
え
る
だ
け
で
節
電
用
や
災
害

用
と
し
て
も
提
案
で
き
る
商
品

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
つ
く

り
、
社
会
に
貢
献
す
る
会
社
に

し
た
い
」
と
伊
賀
さ
ん
。
つ
く

り
手
の
心
が
こ
も
っ
た
「
や
わ

ら
か
湯
た
ん
ぽ
」
が
あ
れ
ば
、

「
節
電
の
冬
」
も
暖
か
く
乗
り

切
れ
る
だ
ろ
う
。

【第９節：スキー場のエコ活動】

report─ on the Eco Spot

NPO法人 雪の都GO雪共和国
http://www.go-setsu.com/

リフトに乗って
植林活動 節電の冬は、やわらか湯たんぽで

ウエットスーツ専用メーカーの提案

ヘルメット潜水 株式会社
http://www.cloz.co.jp/　

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
は
、
や
む
を
得
ず

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）
の
量

を
植
林
や
森
林
保
護
な
ど
の
方
法
で
オ
フ
セ

ッ
ト
（
相
殺
）
す
る
こ
と
。
こ
の
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
リ
フ
ト
券
は
通
常
の
リ
フ
ト
券

の
料
金
に
１
０
０
円
の
寄
付
金
を
上
乗
せ
し

て
販
売
し
、
そ
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
植
樹
活

動
を
行
い
、
ス
キ
ー
場
運
営
で
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２

を
相
殺
す
る
も
の
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
が

少
な
い
よ
う
に
思
え
る
ス
キ
ー
場
も
、
リ
フ

スキー場では、圧雪
車によるゲレンデの整
備や各種電気機器の使
用などCO2 の排出源
は意外に多い。

▼雪国観光圏のサイト
にあるカーボンオフセッ
トリフト券プロジェクト
の専用ページ。

０
０
円
が
寄
付
１
口
と
し
て
登
録
さ
れ
、
こ

れ
が
４
口
分
集
ま
る
と
苗
木
１
本
と
し
て

換
算
さ
れ
る
。
登
録
さ
れ
た
寄
付
の
口
数

は
、
後
日
、
寄
付
総
数
を
集
計
し
て
い
る
雪

国
観
光
圏
サ
イ
ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
（http://

snow-country.jp/carbon_off set.php

）
に

追
加
さ
れ
る
。ス
キ
ー
場
か
ら
帰
っ
た
あ
と
、

楽
し
い
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
、
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
植
林
さ
れ
る
苗
木
の
本

数
と
Ｃ
Ｏ

２

の
削
減
量
が
増
え
て
い
る
の
が

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

２
０
１
０
／
２
０
１
１
シ
ー
ズ
ン
は
、
植

樹
が
15
本
、
Ｃ
Ｏ

２

削
減
量
は
１
４
３
３
㌔

㌘
に
な
っ
た
。
昨
年
５
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
植
樹
祭
は
、
震
災
の
影
響
で
延
期
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
２
０
１
１
／
２
０
１
２
シ

ー
ズ
ン
の
削
減
結
果
と
合
わ
せ
て
今
春
に
植

樹
を
行
う
予
定
だ
。

縫製技術を応用して開発した「足用タイプ」は特に評価が高い。

ス
キ
ー
場
で
環
境
保
全
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
リ
フ
ト
券
」

　今回から要望の多かった環境関連の
書籍紹介を連載していく。新刊の話題
作はもちろん、読み継がれているロン
グセラー書籍、埋もれた名作、古典的
作品まで、編集部推薦の書籍を紹介す
る。第１回目は、天才漫画家・故手塚
治虫氏のエッセイと、生物多様性につ
いての解説書。どちらも肩肘を張らず
に読める書籍だ。（本文は敬称略）

　
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』『
ジ
ャ
ン
グ

ル
大
帝
』『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ

ッ
ク
』『
火
の
鳥
』
な
ど
数
々

の
名
作
を
残
し
、
21
世
紀
の
社

会
を
そ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と

な
く
世
を
去
っ
た
手
塚
治
虫
。

そ
の
天
才
漫
画
家
が
作
品
の
根

底
に
流
れ
る
思
い
や
、
社
会
に

対
す
る
警
告
、
子
ど
も
た
ち
に

託
し
た
夢
な
ど
を
つ
づ
っ
た
エ

ッ
セ
イ
集
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

「
二
十
一
世
紀
の
君
た
ち
へ
」。

作
者
が
未
完
の
ま
ま
急
逝
し
た

た
め
、
講
演
用
原
稿
な
ど
を
追

加
し
て
編
さ
ん
さ
れ
た
。

　

奥
付
に
あ
る
初
版
の
年
は
、

１
９
９
６
年
。
し
か
し
、
内
容

は
ま
っ
た
く
古
く
な
っ
て
お
ら

ず
、
初
版
か
ら
十
数
年
た
つ
現

在
も
、
版
を
重
ね
多
く
の
読
者

　

言
葉
の
持
つ
硬
い
イ
メ
ー
ジ

か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
「
生
物

多
様
性
」。
多
種
多
様
な
生
物

が
互
い
に
影
響
し
合
い
、
支
え

合
う
シ
ス
テ
ム
は
、
生
命
の
営

み
に
不
可
欠
な
要
素
だ
。

　

本
書
は
、
危
機
が
叫
ば
れ
る

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
解
説
し

た
書
籍
。
そ
も
そ
も
生
物
多
様

性
と
は
何
か
の
説
明
か
ら
、
行

政
や
企
業
な
ど
の
具
体
的
な
取

り
組
み
事
例
、
今
後
の
指
標
に

な
る
自
然
と
共
生
す
る
考
え
方

ま
で
、
生
物
多
様
性
に
つ
い
て

の
知
識
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

　

や
わ
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
の
表

紙
イ
ラ
ス
ト
通
り
、
全
編
わ
か

り
や
す
い
文
章
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
生
物
多
様
性
の
言
葉
の

硬
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ

を
集
め
て
い
る
。

　

本
書
の
中
で
作
者
は
、
代
表

作
の
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
が
世
間

か
ら
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
て
い
る
と
指
摘
。
こ
の
作
品

が
、
科
学
技
術
の
発
展
で
輝
か

し
い
未
来
が
生
ま
れ
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
よ
う

に
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
困
惑

し
て
い
た
よ
う
だ
。
作
者
が
考

え
て
い
た
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の

テ
ー
マ
は
「
幸
せ
の
た
め
の
技

術
が
人
類
滅
亡
の
引
き
金
と
も

な
り
か
ね
な
い
、
い
や
現
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
」（
本
書
27

頁
）
だ
と
い
う
。

　

地
球
、
人
類
、
生
命
を
真
摯

に
見
つ
め
た
う
え
で
成
立
し
た

手
塚
作
品
群
。
も
う
一
度
読
み

返
し
て
み
た
く
な
る
。

で
も
、紹
介
す
る
内
容
は
深
く
、

例
え
ば
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
担
当

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
も
学
べ

る
項
目
は
多
数
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
中
で
著
者
は
、
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
の
金
銭
換
算
や
排

出
権
取
引
市
場
な
ど
に
つ
い

て
、
経
済
主
導
型
の
社
会
で
は

必
要
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
手
段
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
る
。

必
要
な
の
は
、
人
間
の
意
識
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
。誰
も
が「
自

分
の
命
も
、
他
の
人
の
命
も
、

他
の
生
物
の
命
も
、
生
物
以
外

の
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
も
、
同
じ

よ
う
に
い
と
お
し
く
思
い
、
敬

い
、
守
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
る
」（
本
書
２
４
４
頁
）
ま

で
の
手
段
だ
と
。

私たちにたいせつな生物多様性のはなし
枝廣 淳子著

ガラスの地球を救え
手塚 治虫著

天才漫画家が残した現代へのメッセージ生態系からの恩恵を絶やさないための指南書

（光文社知恵の森文庫　438 円＋税）
てづか おさむ（1928-1989）漫画
家、アニメーション作家、医学博
士。『鉄腕アトム』『ジャングル大
帝』『ブラック・ジャック』など残
した作品は、国内はもとより世界
中のあらゆる分野で、今も影響を
与え続けている。

（かんき出版　1,400 円＋税）
えだひろ じゅんこ　環境ジャーナ
リスト、翻訳家。東京大学大学院
教育心理学専攻修士課程修了。著
書・訳書に『企業のためのやさし
くわかる「生物多様性」』『地球の
なおし方』『不都合な真実』などが
ある。

常
時
20
種
以
上
を
手
づ
く
り

http://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
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今
回
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
３
部
構

成
。
第
１
部
は
経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
土
屋
博
史
氏
が
政
策
サ
イ
ド

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
基
調

講
演
を
行
っ
た
。

　

第
２
部
と
第
３
部
の
テ
ー
マ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
運
用
改
善
と
設
備
改
善
。「
見
え
る

化
」
な
ど
に
よ
っ
て
電
気
の
使
い
方
を
改

善
し
て
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
る
の
が
運
用
改

善
で
、
既
存
の
設
備
を
省
エ
ネ
型
に
改
修

し
て
い
く
の
が
設
備
改
善
だ
。

　

運
用
改
善
が
テ
ー
マ
の
第
２
部
で
は
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
企
業
で
あ
る
株
式
会
社 

エ
コ
シ
ス
埼
玉
の
宮
下
昭
巳
氏
、
省
エ
ネ

情
報
番
組
『
省
エ
ネ
の
達
人
「
企
業
編
」』

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
元
彦
嬉
氏
、
日
本

テ
ク
ノ
常
務
取
締
役
の
岩
崎
友
彦
、
テ
レ

ビ
東
京
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
ガ

イ
ア
の
夜
明
け
』
に
出
演
し
た
日
本
テ
ク

ノ
つ
く
ば
営
業
所
の
佐
藤
英
行
の
４
名

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
省
エ
ネ
活

動
に
お
け
る
運
用
改
善
の
有
用
性
を
披
露

し
た
。

　

設
備
改
善
が
テ
ー
マ
の
第
３
部
で
は
、

株
式
会
社 

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
上
野

智
行
氏
が
講
演
。
設
備
改
善
の
最
新
動
向

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

４
時
間
に
及
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、

70
％
を
超
え
る
参
加
者
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
。
初
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
は
、
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

年
頭
あ
い
さ
つ

展
示
会
情
報

メ
デ
ィ
ア

自社電源始動、サービス体制強化、コンサルティングレベル向上──

２０１２年、自らの意志で変革をもたらす

2012コーポレートテーマ

変革

当
社
は
業
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
業
績
に
安
住
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
自
ら
の

意
志
を
持
っ
て
、「
変
革
」
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
は
、
自
社
発
電
所
が
運

転
を
開
始
し
ま
す
。
営
業
拠
点
を
拡
充

し
、
日
本
全
国
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
強
化
し
ま
す
。「
見
え
る
化
」
か

ら
「
理わ

解か

る
化
」
へ
、
そ
し
て
充
実
し

た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め

に
も
、
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
た

確
か
な
基
盤
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
お
客
様

に
一
つ
ひ
と
つ
提
供
し
て
い
く
こ
と
で

さ
ら
な
る
信
頼
を
築
き
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
、
よ
り
大
き
な

信
頼
を
積
み
上
げ
て
い
く
。
現
状
に
甘

ん
ず
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
先
を
見
据

え
て
自
ら
が
変
革
す
る
１
年
と
し
て
い

き
ま
す
。

な
転
換
点
に
な
っ
た
の
は
７
月
の
新
本

社
完
成
で
す
。
こ
れ
ま
で
新
宿
と
相
模

原
に
分
散
し
て
い
た
本
部
機
能
を
す
べ

て
新
宿
に
集
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
９
月
に
発
売
し
た
、
光
と

音
で
電
力
使
用
状
況
を
知
ら
せ
る
時
計

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
は
好
評

を
も
っ
て
多
く
の
お
客
様
に
ご
採
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
北
陸
、
四
国
に

営
業
所
を
開
設
し
、
保
安
管
理
業
務
が

全
国
の
す
べ
て
の
エ
リ
ア
を
網
羅
し
た

の
も
昨
年
で
す
。
当
社
の
省
エ
ネ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
績
が
広
く
認
め
ら

れ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
ガ
イ
ア

の
夜
明
け
』
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
力
小
売
り
事
業
に
お
い
て

は
、
全
国
７
エ
リ
ア
で
の
供
給
を
実
現

し
、
顧
客
数
を
６
０
０
０
件
に
伸
ば
し

て
い
ま
す
。
そ
の
お
客
様
へ
の
安
定
供

給
と
電
力
不
足
解
消
に
資
す
る
た
め
11

万
㌔
㍗
の
自
社
発
電
所
が
本
年
８
月
に

完
成
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
変
革
」

で
す
。
震
災
、
電
力
不
足
、
歴
史
的
な

円
高
な
ど
昨
年
の
厳
し
い
環
境
下
で
も

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。
い
つ
も
本
紙
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を

ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
、
当
社

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
お
役
に
立
て

る
よ
う
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
当
社
で
は
年
ご
と
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
テ
ー
マ
を
定
め
事
業
展
開
の
柱

に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
テ
ー
マ
は「
動

力
」、
そ
の
前
年
は
「
情
報
」
で
し
た
。

一
昨
年
、「
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
拡
大
し

た
事
業
基
盤
と
顧
客
基
盤
を
、
昨
年
の

「
動
力
」
で
強
く
動
か
し
た
結
果
、
業
績

を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、
大
き

日本テクノ社長 馬本英一

2012年初号に寄せて

側
と
西
側
の
各
県
庁
所
在
地
に
、
そ

れ
ぞ
れ
拠
点
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
は
、
従
来
に
増
し
た
細

か
な
営
業
活
動
の
展
開
が
期
待
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
、
四
国
支
店
に
お

い
て
、
２
０
１
１
年
４
月
に
高
松
営

業
所
を
新
規
開
設
し
、
四
国
内
の
サ

ー
ビ
ス
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
そ

し
て
同
年
11
月
、
顧
客
数
増
加
に
伴

う
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
強
化
と
営
業
力

の
増
強
を
目
的
に
第
２
の
営
業
所
を

開
設
し
た
。
愛
媛
県
庁
の
並
び
に
位

置
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
拠
点
と
し

た
松
山
営
業
所
で
あ
る
。
伊
予
鉄
道

大
街
道
駅
か
ら
徒
歩
１
分
と
ア
ク
セ

ス
も
よ
い
。

　

こ
の
松
山
営
業
所
の
開
設
に
よ

り
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
四
国
の
東

新
規
出
店

四国支店に第２の営業所開設
松山営業所は、四国西部を担当

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

２
０
１
１
年
11
月
、
日
本
テ
ク
ノ
主
催
の
初
の
公
開
セ
ミ
ナ

ー
「
省
エ
ネ
の
つ
ぼ
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾　

節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
の

徹
底
で
省
エ
ネ
活
動
を
定
着
さ
せ
る　

今
冬
の
省
エ
ネ
対
策

『
企
業
編
』
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
同

社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
定
員
を
上
回
る
１
４
０
名
以
上
の

来
場
者
が
集
ま
り
、
各
界
専
門
家
に
よ
る
講
演
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

本社セミナールームにて初の公開セミナー

省エネ対策の講演に１４０名超

資源エネルギー庁 土屋博史氏日本テクノ（株）  岩崎友彦 （株）エコシス埼玉 宮下昭巳氏TVプロデューサー 山元彦嬉氏日本テクノ（株）  佐藤英行（株）ファーストエスコ 上野智行氏

「節電アクションの徹底で省
エネ活動を定着させる
今冬の省エネ対策『企業編』
セミナー」主な内容

【第１部】基調講演
『政策サイドでの革新的
な考え方及び節電対策
の重要政策ポイント』

【第２部】講演
『企業が取り組む省エネ
活動 運用改善最新動向』
～電気の「見える化」を
事業者としてどのように
活用するのか？～

【第３部】講演
『設備改善の最新動向』
～運用改善から設備改
善へ事業者としてどのよ
うに省エネ機器を選択
するのか？～

2011年１１月8日
日本テクノセミナールームにて

を
決
め
た
。

　

し
か
し
、
総
消
費
電
力
の
約
９
割
が

生
産
ラ
イ
ン
に
直
結
し
て
い
る
同
社
に

お
い
て
、
卵
の
品
質
を
変
え
ず
、
生
産

ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ
と
な
く
節
電
で
き

る
の
か
、
す
べ
て
は
日
本
テ
ク
ノ
に
委

ね
ら
れ
た
。
現
場
の
農
場
長
と
日
本
テ

ク
ノ
の
担
当
営
業
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
全
員
が
節
電
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

知
恵
を
絞
っ
た
。
品
質
に
影
響
の
出
な

い
箇
所
で
の
空
調
稼
働
の
抑
制
や
照
明

の
消
灯
な
ど
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
１

年
で
３
７
０
万
円
も
の
削
減
効
果
を
生

み
出
す
に
至
っ
た
。
番
組
で
は
、
こ
の

つ
く
ば
フ
ァ
ー
ム
の
節
電
活
動
の
取
り

組
み
を
、
各
所
の
取
材
を
も
と
に
丹
念

に
描
い
て
い
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
に
『
ガ
イ
ア
の
夜
明

け
』
の
取
材
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
７
月

上
旬
。
そ
の
後
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、８
月
か
ら
撮
影
が
ス
タ
ー
ト
。

連
日
の
猛
暑
の
中
、
９
月
上
旬
ま
で
撮

影
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
９
月
13
日
に
放

送
当
日
を
迎
え
た
。

　

放
送
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
取
材
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
ほ
か
、
番
組
終
盤

で
紹
介
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
の

販
売
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
『
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
』
は
、
日
本
経

済
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
企
業
努
力
を
重
ね
る
人
々
の
姿
を

描
く
番
組
。今
回
の
放
送
テ
ー
マ
は「
検

証
、
大
節
電
」。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
、

昨
夏
は
未
曾
有
の
大
節
電
へ
と
発
展
。

法
的
に
使
用
を
制
限
さ
れ
た
大
口
需
要

家
の
必
死
の
努
力
と
、
さ
ら
に
こ
れ
を

機
会
に
、
社
を
上
げ
て
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
企
業
と
し
て
日
本
テ
ク
ノ
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

メ
イ
ン
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
昨

年
８
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
茨
城

県
石
岡
市
に
あ
る
鶏
卵
農
場
の
大
手

「
つ
く
ば
フ
ァ
ー
ム
」。
鶏
１
２
０
万
羽

を
抱
え
、
卵
の
生
産
量
は
１
日
１
０
０

万
個
に
及
ぶ
。つ
く
ば
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

鶏
舎
内
の
温
度
を
一
定
化
す
る
た
め
に

膨
大
な
電
力
を
使
っ
て
お
り
、
温
度
管

理
と
節
電
が
効
率
的
に
で
き
る
と
導
入

　

２
０
１
１
年
９
月
13
日
放
送
の
経
済
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

『
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
』（
テ
レ
ビ
東
京
系
列
、
毎
週
火
曜
夜
10
時
〜
）

に
日
本
テ
ク
ノ
が
出
演
し
た
。『
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
』
は
、
毎
回
あ

る
一
つ
の
テ
ー
マ
を
徹
底
的
に
検
証
、
掘
り
下
げ
、
単
な
る
情
報
番

組
で
は
な
い
人
間
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
構
成
す
る
番
組
だ
。

経
済
ド
キュメ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
登
場

 2011 年 9月13日放送［第 483 回］ 日本テクノが提案した年間 370 万円の節電手法
『ガイアの夜明け』省エネビジネスを紹介

松山営業所のある菅井ニッセイビル（伊
予鉄道大街道駅より徒歩1分）と営業
所内の様子。

日本テクノ株式会社
四国支店 松山営業所

〒790-0001
愛媛県松山市

一番町3-3-3
菅井ニッセイビル6階 

TEL 089-998-7331
FAX 089-998-7332

LHホテルNEXT
最新設備機器展2011

9月15日（木）～16日（金）
主催：株式会社テイダン

＜来場者＞
604名

福岡県にある南近代ビル3階展示場にて
開催された展示会。日本テクノでは、今回
初めて福岡県での展示会に出展した。同社
広報室のほか、福岡営業所スタッフが協力
して出展ブースの制作にあたった。

第4回 軟包装キャリア塾
9月29日（木）～30日（金）
主催：株式会社日報アイ・ビー

＜来場者＞
1,287名

東京都港区の東京都立産業貿易センターで
開催された展示会。プリンター、ラミネー
トメーカーなどグラビア系軟包印刷加工企
業に向けた催し。北関東支店長 三輪竹英
によるセミナーも開かれ、多くの来場者が
足を運んだ。

シーテック ジャパン 2011
10月4日（火）～ 8日（土）

主催：CEATEC JAPAN 実施協議会

＜来場者＞
172,137名

ERIAをはじめとする日本テクノの商品で、
主に電力線通信分野での開発に協力してい
る株式会社タムラ製作所。その出展ブース
内で技術の導入事例として商品を紹介。日
本テクノの ERIA およびスマートクロックを
展示した。

クリーン発電＆
スマートグリッドフェア2011
10月12日（水）～14日（金）
主催： EVEX CSF クリーン発電＆

スマートグリッド実行委員会

＜来場者＞
28,118名

神奈川県横浜市のパシフィコ横浜で開催さ
れ、今年で2回目を迎えた展示会。会場
には、NHK番組『首都圏ネットワーク』、
文化放送ラジオといったメディアの取材陣
も訪れた。放送では日本テクノのスマート
クロックが取り上げられている。

Smart City Week 2011
10月26日（水）～28日（金）

主催：日経BP社

＜来場者＞
50,334名

総来場者数が昨年比 28％増という注目
の展示会Smart City Week 。会場は横
浜市西区にあるパシフィコ横浜。日本テク
ノではブース展示のほかにSG事業部 課
長 柳沼貞利らによる省エネセミナーも開い
た。

リサイクルデザイン
フォーラム2011

10月30日（日）
主催： 横浜市資源リサイクル事業

協同組合

＜来場者＞
6,339名

会場となった神奈川県横浜市の大さん橋ホ
ールは、子どもたちの描いた環境に関する
絵日記展示や、再生品の販売コーナー、工
作体験コーナーなどが揃い、和やかな雰囲
気に包まれていた。日本テクノのエコバッ
グが人気を博した。

ひがしんビジネスフェア
11月10日（木）

主催：東京東信用金庫

＜来場者＞
7200名

今年１１回目を迎える、ひがしんフェア。首
都圏東部地区の中小企業はもちろん東北な
ど全国からも多くの企業が出展。開催地の
両国国技館にちなみ「泣き相撲」などのイ
ベントも開かれた。日本テクノは首都圏第
二支店所長 小川和之のセミナーも開いた。

第12回 ビジネスフェア 
fromTAMA
11月17日(木 )

主催： 西武信用金庫 /一般社団法人
首都圏産業活性化協会

＜来場者＞
5363名

新宿NSビルのイベントホールで開催され
た多業種の集まる展示商談会。第12回と
なった今回のテーマは「世界に羽ばたけ、
made in JAPAN！」。日本テクノは、相模
原テクノロジーコーナーにＥＲＩＡなどの商品
を展示した。

ハイテック・フェア2011
11月24日（木）～25日（金）
主催：株式会社光文堂

＜来場者＞
250名

沖縄県那覇市にある沖縄産業支援センター
の物産展示場で開かれた展示会。主催は、
印刷・製版・製本など印刷関連機器や資材
を販売する株式会社光文堂。印刷業界での
省エネ活動推進に貢献するため、日本テク
ノは、ＥＲＩＡなどの商品を展示した。

2011年１２月開催分

エコテック＆ライフとちぎ2011
12月3日（土）～4日（日）

主催：ストップ温暖化センターとちぎ
会場：宇都宮市マロニエプラザ

エコプロダクツ 2011
12月15日（木）～17日（土）

主催：（社）産業環境管理協会、日本経済新聞社
会場：東京ビッグサイト

　2011 年終盤にかけ日本テクノは多数の展示会に出展し、多くの
来場者に、その企業活動を広く告知することができた。ここでは
9 ～ 12 月にかけての展示会情報をピックアップして紹介する。

展示会出展ラッシュ
2011 年 9～ 12月の活動報告
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委
員
会
活
動
の
様
子
。

　

床
暖
房
と
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
介
護
施

設
で
実
践
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

を
組
み
合
わ
せ
た
使
い
方
の
工
夫
。
こ

こ
で
は
利
用
者
が
食
事
な
ど
で
利
用
す

る
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
床
暖
房
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
床
暖
房
は
電
気
料
金
の
安

い
夜
間
の
う
ち
に
稼
働
さ
せ
て
、
あ
る

程
度
室
内
を
温
め
て
お
く
。
そ
し
て
、

利
用
者
が
起
き
て
く
る
時
間
に
な
る
と

床
暖
房
か
ら
エ
ア
コ
ン
に
切
り
換
え
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
の
み
を

使
用
す
る
よ
り
も
効
率
的
に
安
い
料
金

で
暖
か
な
空
間
が
つ
く
り
出
せ
る
。

エコテナントユーザーレポート

東京・新宿
甲田ビル

株式会社 甲田ビル

り
、
こ
の
一
連
の
作
業
が
と

て
も
負
担
に
な
っ
て
い
た
ん

で
す
」（
同
氏
）

　

日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担
当

者
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
た
の
は
、
甲

田
さ
ん
が
、
で
き
る
な
ら
電

気
料
金
精
算
業
務
の
負
担
を

解
消
し
た
い
と
ぼ
ん
や
り
考

え
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
は
、
そ
の
作
業

を
す
べ
て
代
行
す
る
サ
ー
ビ

ス
。
し
か
も
、
通
信
機
能
を

使
っ
た
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム

で
、
人
為
的
な
計
算
ミ
ス
が

入
り
込
む
余
地
は
な
い
。

　
「
導
入
を
決
め
た
の
は
、

そ
れ
が
求
め
て
い
た
こ
と
に

ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
っ
た
か

ら
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
に
加

え
て
、
細
か
な
不
安
に
も
応

え
て
く
れ
る
営
業
担
当
さ
ん

の
親
身
な
対
応
が
な
け
れ

ば
、
も
う
少
し
決
断
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」（
同
氏
）

　

各
テ
ナ
ン
ト
に
は
、
電
気

料
金
の
支
払
先
が
変
更
に
な

る
こ
と
な
ど
を
事
前
に
知
ら

せ
た
。
そ
し
て
変
更
後
、
甲

田
さ
ん
の
も
と
に
苦
情
は
も

ち
ろ
ん
疑
問
や
問
い
合
わ
せ

な
ど
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
「
皆
さ
ん
納
得
さ
れ
て
何

も
問
題
な
い
と
い
う
証
拠
だ

と
思
い
ま
す
よ
」（
同
氏
）

　

新
宿
駅
南
口
か
ら
徒
歩
７

分
。
各
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
前
部

に
し
つ
ら
え
た
金
属
ネ
ッ
ト

が
特
徴
的
な
甲
田
ビ
ル
。
株

式
会
社 

甲
田
ビ
ル
が
所
有

す
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。
同

社
は
、
こ
こ
に
隣
接
す
る
東

側
に
第
２
甲
田
ビ
ル
も
有
し

て
お
り
、
１
階
と
２
階
部
分

は
２
つ
の
ビ
ル
が
つ
な
が
り

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
よ
う
に
行
き

来
で
き
る
。
両
ビ
ル
と
も
に

地
上
５
階
建
て
（
甲
田
ビ
ル

は
屋
上
に
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が

あ
る
）。
１
階
に
同
社
事
務

室
が
あ
り
、
ほ
か
は
オ
フ
ィ

ス
や
店
舗
が
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
居
し
て
い
る
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
前
、

両
ビ
ル
の
電
気
料
金
の
請
求

管
理
は
社
長
の
甲
田
幸
男
さ

ん
が
行
っ
て
い
た
。

　
「
各
フ
ロ
ア
の
子
メ
ー
タ

ー
は
、
屋
上
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

の
近
く
に
あ
る
配
電
ボ
ッ
ク

ス
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、

毎
月
そ
こ
ま
で
階
段
を
使
っ

て
検
針
に
行
く
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
ず
ひ
と

手
間
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
検

針
し
た
数
字
か
ら
９
つ
入
っ

て
い
る
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
料

金
を
比
率
に
従
っ
て
計
算
し

て
請
求
書
を
起
こ
し
ま
す
。

家
賃
と
は
別
な
の
で
、
入
金

の
確
認
ま
で
す
る
必
要
が
あ

営業担当の親身な対応が後押し
電気料金精算業務からの解放

代
表
取
締
役
の
甲
田
幸
男
さ
ん
。
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
の
導
入
以
前
は
、
検
針
か
ら
請
求
管
理
ま

で
す
べ
て
を
こ
な
し
て
い
た
。営業担当の親身な対応が後押し

緊急の停電事故には最短で
到着できる技術者を派遣

▼ 

10
月
５
日　

７
時
40
分

　

設
備
責
任
者
は
、
出
勤
途
中
に
携

帯
電
話
で
連
絡
を
受
け
た
。
日
本
テ

ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
自
社
工
場

が
停
電
し
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け

た
総
務
担
当
者
が
事
態
を
知
ら
せ
た

の
だ
。
そ
の
電
話
か
ら
10
分
後
、
現

場
に
到
着
。そ
の
と
き
の
心
境
は「
初

め
て
の
停
電
だ
っ
た
の
で
最
初
は
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
提
携
の
コ
ー
ル
セ

以
外
で
も
周
辺
か
ら
最
短
時
間
で
現

場
に
急
行
で
き
る
技
術
者
を
特
定
し

て
緊
急
応
動
を
要
請
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

　

８
時
50
分
に
山
下
、
９
時
10
分
に

籠
田
が
そ
れ
ぞ
れ
到
着
。
す
ぐ
に
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
点
検
を
開
始
し
た
。

調
査
の
結
果
、真
空
遮
断
器
（
以
下
、

Ｖ
Ｃ
Ｂ
）
の
短
絡
が
発
覚
す
る
と
、

日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
へ
協
力

工
事
店
の
手
配
を
要
請
し
た
。

▼ 

10
月
５
日　

10
時
50
分

　

要
請
を
受
け
た
協
力
工
事
店
の
株

式
会
社 

サ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
現
場

に
到
着
。
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の
在
庫
が
あ
っ
た

た
め
、
す
ぐ
に
工
事
に
取
り
掛
か
る

こ
と
が
で
き
た
。
事
故
の
原
因
は
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
の
Ｖ
Ｃ
Ｂ
の
経
年

劣
化
。
そ
れ
に
伴
う
焼
損
事
故
が
全

停
電
を
引
き
起
こ
し
た
と
判
明
し

た
。
強
雨
に
よ
り
工
事
は
難
航
し
た

が
、
14
時
50
分
に
停
電
復
旧
作
業
は

完
了
し
た
。

　

復
旧
作
業
を
見
守
っ
た
設
備
責
任

者
は
「
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
の
機
器
の

耐
久
年
数
は
把
握
し
て
お
り
、
交
換

時
期
が
近
づ
い
て
い
る
の
は
技
術
者

さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
事
項
と
し
て
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
日
頃
の
保
安
点
検
と
技
術

者
さ
ん
の
助
言
は
と
て
も
重
要
だ
と

痛
感
し
、
電
気
の
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
」
と
話
す
。

▼ 

復
旧
後
の
対
応

　

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
何
時
か
ら

営
業
が
再
開
で
き
る
の
か
、
そ
れ
が

一
番
の
焦
点
だ
っ
た
と
設
備
責
任
者

は
事
故
当
日
を
振
り
返
る
。
さ
ら
に

「
当
日
は
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ

ー
や
技
術
者
さ
ん
か
ら
逐
次
、
最
新

の
情
報
が
入
り
、
工
事
会
社
さ
ん
も

す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

不
安
も
な
く
、
営
業
再
開
の
準
備
を

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
再
開
後
は
業
務

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
残
業
を

し
ま
し
た
が
、
翌
日
は
通
常
ど
お
り

の
営
業
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

な
お
、
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
75

万
６
０
０
０
円
は
後
日
、「
日
本
テ

ク
ノ
電
気
設
備
保
証
サ
ー
ビ
ス
」
に

よ
っ
て
す
べ
て
免
除
さ
れ
た
。

甲田ビルと隣接する第
２甲田ビルには各屋上
にキュービクルが設置
されている。写真は
第２甲田ビルの設備。
隣の配電ボックスには
各フロアの子メーター
が設置されている。

発
電
量
は
当
初
の
予
測
値
よ
り
も

多
い
年
間
約
４
４
０
９
㌔
㍗
時
。

　

２
人
住
ま
い
の
比
較
的
少
な
い

電
気
消
費
量
と
、
予
想
を
上
回
る

発
電
量
と
が
組
み
合
わ
さ
り
、
月

平
均
１
万
１
９
０
４
円
の
売
電

（
48
円
／
１
㌔
㍗
時
）
が
で
き
て

い
る
。
買
電
分
の
月
平
均
額
は
６

１
７
６
円
で
、
そ
れ
を
差
し
引
い

た
電
気
代
の
収
支
は
、
月
平
均
５

７
２
８
円
の
黒
字
だ
。

　

さ
ら
に
ガ
ス
代
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
給
湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
の

設
置
で
約
３
分
の
１
に
な
っ
た
。

大
気
中
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
電
気
温
水

器
に
比
べ
消
費
電
力
は
３
分
の

１
。
料
金
が
安
い
夜
間
電
力
利
用

の
プ
ラ
ン
に
変
更
し
、
夜
間
に
お

湯
を
沸
か
す
設
定
も
し
た
。
３
７

０
㍑
タ
イ
プ
の
保
温
タ
ン
ク
に
た

め
ら
れ
た
高
温
の
お
湯
は
一
日
中

使
用
可
能
で
、
お
湯
の
残
量
も
数

値
で
確
認
で
き
る
。

　
「
お
湯
を
無
駄
づ
か
い
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
お
風
呂
も
、
な
る
べ
く
入

る
時
間
帯
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
奥
さ
ん

も
省
エ
ネ
を
心
掛
け
る
。

　

こ
の
電
気
と
ガ
ス
の
「
見
え
る

化
」
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
に
も
意

識
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
「
以
前
は
値
段
を
あ
ま
り
意
識

し
な
い
で
買
い
物
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
き
ち
ん
と
確
認
し
て

か
ら
買
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
す
奥
さ
ん
。
意
識
の

変
化
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
前
後
の

光
熱
費
を
比
較
し
て
み
る
と
、
電

気
代
と
ガ
ス
代
の
合
計
で
、
導
入

前
は
、
月
平
均
１
万
８
９
８
８
円

の
支
払
い
だ
っ
た
の
に
対
し
、
導

入
後
は
３
０
６
１
円
の
収
入
。
そ

の
差
額
メ
リ
ッ
ト
は
２
万
２
０
４

９
円
に
も
な
っ
て
い
る
。
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ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
お
客
様
へ
の
状

況
報
告
を
優
先
し
て
行
い
ま
し
た
。

次
に
気
に
か
け
た
の
は
復
旧
に
か
か

る
時
間
と
業
務
開
始
時
間
の
目
安
」

だ
っ
た
と
い
う
。

▼ 

10
月
５
日　

７
時
50
分

　

同
様
に
停
電
事
故
を
知
ら
せ
る
電

話
が
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
担
当
の
電
気
管
理
技
術
者
・
籠

田
充
弘
の
も
と
に
入
っ
た
。し
か
し
、

朝
の
通
勤
時
間
と
重
な
っ
て
い
た
た

め
、
籠
田
の
所
在
地
か
ら
現
場
ま
で

は
１
時
間
以
上
か
か
る
。
急
遽
、
近

隣
で
対
応
で
き
る
技
術
者
の
山
下
茂

夫
に
も
対
応
が
要
請
さ
れ
た
。

　

停
電
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
日
本
テ
ク
ノ
に
は
、
担
当
技
術
者

　

同
校
で
は
月
に
１
度
、
授
業
終
了

後
の
理
科
室
に
数
名
の
生
徒
が
集
ま

り
、
環
境
委
員
会
の
パ
ー
ト
長
会
議

が
開
催
さ
れ
る
。

　

環
境
委
員
会
の
活
動
は
、
前
述

の
「
企
業
訪
問
・
国
際
交
流
」
を
は

じ
め
「
実
験
・
測
定
」「
植
栽
」「
エ

コ
グ
ラ
ン
プ
リ
」「
資
源
回
収
」「
百

年
の
森
」
と
い
う
６
つ
の
パ
ー
ト
に

分
か
れ
て
実
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

日
は
、
各
パ
ー
ト
長
か
ら
活
動
の
報

告
や
今
後
の
予
定
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。

　

６
パ
ー
ト
の
一
つ
、「
エ
コ
グ
ラ

ン
プ
リ
」
が
受
け
持
つ
の
は
、
電
気

使
用
量
の
調
査
。

　

同
校
で
は
各
ク
ラ
ス
で
の
電
気
使

用
量
計
測
値
を
も
と
に
電
気
料
金
を

割
り
出
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
の
発

表
を
行
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
ご
と
に

移
動
教
室
の
回
数
な
ど
も
正
確
に
計

算
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
照
明
の
消

し
忘
れ
に
よ
り
使
用
量
が
上
が
る

と
、
点
数
が
低
く
な
る
。
１
年
間
の

合
計
で
ト
ッ
プ
の
ク
ラ
ス
に
は
、
栄

誉
の
エ
コ
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
る
。
獲

得
点
数
の
途
中
経
過
も
定
期
的
に
配

信
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ク
ラ
ス
全
員

の
協
力
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
間
の
抜
き

つ
抜
か
れ
つ
の
競
い
合
い
も
見
ら
れ

る
と
い
う
。

　

環
境
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

委
員
長
を
務
め
る
生
徒
は
こ
う
話

す
。「
現
実
的
に
環
境
活
動
が
学
校

全
体
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
と
い
え

ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
環
境
委
員
会
が
な

か
っ
た
こ
ろ
は
、
何
も
や
っ
て
い
な

い
〝
ゼ
ロ
〞
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
る
の
は

確
実
で
す
。
そ
れ
が
う
れ
し
い
」。

　

ま
た
別
の
生
徒
は
、「
１
年
生
の

と
き
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
負
け
て
入
っ

た
委
員
会
で
し
た
が
、
や
っ
て
い
る

　

２
０
１
１
年
10
月
５
日
、
日
本
テ
ク
ノ
の
保
安
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
都
内
の
自
動
車
整
備
工
場
に
停
電
事

故
が
起
こ
っ
た
。

　

停
電
が
起
こ
っ
た
の
は
平
日
始
業
時
間
前
の
早
朝
。
社

員
の
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
出
勤
し
て
い
な
い
時
間
帯
だ
。
停

電
信
号
は
、
日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
に
自
動
送
信
さ

れ
る
が
、
当
日
は
無
事
に
営
業
を
再
開
で
き
た
の
か
。
同

工
場
の
設
備
責
任
者
の
証
言
を
も
と
に
復
旧
ま
で
の
動
き

を
追
っ
た
。

VCBの焼損による停電事故があったキュービクル。

2011年 10月5日（水）
 07:35 停電事故発生
 07:50  日本テクノ監視センター

から電気管理技術者・籠
田充弘と山下茂夫へ緊急
応動要請

 08:50  山下茂夫が現場到着、点
検開始

 09:10  籠田充弘が現場に合流
 10:50  協力工事店 株式会社サ

ンファミリーが現場に到
着、工事開始

 14:50  停電復旧作業完了

事故発生から復旧まで

う
ち
に
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
年
生
の
と
き
に
は
立
候
補

で
委
員
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
は
、
環
境
省
が

後
援
す
る
全
国
高
校
生
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
高
校
生
環
境

活
動
発
表
会
」
の
地
区
予
選
に
も
参

加
。
多
く
の
高
校
生
が
集
ま
る
場
で

自
校
の
環
境
活
動
を
発
表
し
た
。

　

前
回
は
、
残
念
な
が
ら
全
国
大
会

に
は
進
め
な
か
っ
た
も
の
の
、「
他

校
の
活
動
を
見
る
と
、
自
分
た
ち
の

活
動
も
変
わ
っ
て
く
る
」「
ど
こ
の

学
校
で
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
小

さ
な
活
動
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
環

境
活
動
は
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
と

思
う
」
な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
数

出
た
。
発
表
の
場
を
得
た
こ
と
で
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
た
環
境
委
員
会

の
活
動
。
今
後
ど
ん
な
広
が
り
を
見

せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

節電量を競うエコグランプリなど

生徒自ら独自エコ企画を推進

【
第
四
回
】

　埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
の
環
境
委
員
会

シリーズ

　

２
０
１
０
年
７
月
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
重
友
美
さ
ん
宅

に
太
陽
光
発
電
と
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
セ
ッ
ト
「
エ
コ
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
が
導
入
さ
れ
た
。
光
熱
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用

量
の
「
見
え
る
化
」
は
生
活
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

年間トップのクラスに送ら
れるエコバッジ。

太
陽
光
発
電
＋
エコ
キ
ュー
ト
の
ベス
ト
バ
ラ
ン
ス

「
見
え
る
化
」が
も
た
ら
す
意
識
変
化

　

埼
玉
県
浦
和
市
の
県
立
浦
和
高
等
学
校
で
は
、
５
年
前
に
環
境
省
の
す
す

め
る
エ
コ
改
修
に
着
手
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
環
境
委
員
会
の
活
動
が

始
ま
っ
た
。

　

１
〜
３
年
生
ま
で
全
28
ク
ラ
ス
か
ら
２
名
ず
つ
を
環
境
委
員
と
し
て
選
出

し
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
訪
問
や
、
電
気
使
用
量
や
灯
油
使
用

量
の
計
測
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
栽
培
な
ど
、
生
徒
自
身
が
考
え
、
企
画
し

た
こ
と
を
実
行
に
移
し
て
い
る
。

たんぼう

設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
。
円
内

は
ご
主
人
の
重
友
美
さ
ん
。

年間トップのクラスに送ら
れるエコバッジ。

冬の節電ノウハウ
学
ぶ
学
ぶに

　全国的な節電意識の高まりの中で、2011 年の夏には多くの企業が省エネに取り組
み、逼迫した電力需給状況を乗り切ることができた。今後も省エネを実践し無駄の
ない企業活動を持続させていきたい。そのヒントとして、環境情報番組「省エネの
達人『企業編』」から、冬場の省エネ手法をいくつか紹介しよう。達人の技の中に、
自社で活用できる省エネのアイデアが見つかるだろう。

オ
フ
ィ
ス

　

未
使
用
の
会
議
室
で
エ
ア
コ
ン
が
フ

ル
稼
働
。
そ
ん
な
う
っ
か
り
を
防
ぐ
ア

イ
デ
ア
が
、
吹
き
出
し
口
に
テ
ー
プ
で

つ
け
た
リ
ボ
ン
だ
。
会
議
が
終
わ
り
退

出
す
る
と
き
に
揺
れ
る
リ
ボ
ン
が
目
に

と
ま
る
。
こ
れ
で
、
消
し
忘
れ
は
確
実

に
減
ら
せ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
れ
ま
で
各
部
署
で
ば

ら
ば
ら
に
行
っ
て
い
た
会
議
を
、
大
き

な
会
議
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
シ
ェ
ア
し
な

が
ら
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
照
明
・
エ

ア
コ
ン
の
利
用
時
間
を
限
定
す
る
と
い

う
〝
達
人
の
技
〞
も
あ
る
。

店

　舗

介
護
施
設

　

１
階
と
２
階
の
客
席
を
つ
な
ぐ
吹
き

抜
け
の
階
段
が
あ
る
店
舗
で
活
躍
し
た

の
は
ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
。
１
階
の
暖
か

い
空
気
が
２
階
へ
流
れ
る
の
を
防
ぐ
。

２
階
の
客
席
で
も
玄
関
か
ら
流
れ
て
く

る
冷
風
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
の
で
、
両
フ

ロ
ア
と
も
に
暖
房
効
率
が
向
上
し
た
。

　

来
客
数
の
多
い
時
間
帯
に
さ
っ
と
ロ

ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
下
ろ
し
て
使
用
し
、

必
要
の
な
い
と
き
に
は
す
ぐ
に
上
げ
て

い
る
の
で
、
広
々
と
し
た
店
内
の
開
放

感
は
維
持
し
た
ま
ま
、
手
軽
で
効
率
的

な
省
エ
ネ
が
実
践
で
き
た
。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

「株式会社コジマファクトリー 茶平」
お店の景観にこだわった省エネ　気配りが生むやさしい味わい

「社会福祉法人 泰仁会 特別養護老人ホーム 桜の郷元気」
ふれあいの時間を大切にしたい　一石二鳥、三鳥の工夫

「省エネの達人『企業編』」
毎週水曜夜９時５４分からＢＳジャパン（テレ
ビ東京系 -ＢＳデジタル7ch）にて放映中

「交友印刷株式会社」
社員からのアイデアを採用 !　全員納得の省エネ活動を実現

【第７回】2010 年 8月12日放送分

【第３４回】2011 年 2月23日放送分

【第４９回】2011 年 6月8日放送分

　
「
毎
日
、
売
電
で
儲
け
て
い
ま

す
よ
」
と
重
さ
ん
は
テ
レ
ビ
の
前

に
置
か
れ
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
モ
ニ
タ
を
見
な
が
ら
笑
顔
で

話
す
。
家
屋
は
高
台
の
住
宅
地
で

南
東
向
き
。
日
の
出
か
ら
日
没
ま

で
た
っ
ぷ
り
発
電
で
き
る
た
め
、

設置前 設置後 導
入
効
果

 

（
差
額
メ
リ
ッ
ト
）

電気 11,669 ＋5,728

ガス 7,319 2,667

合計 18,988 ＋3,061 22,049

導入前後の光熱費比較（月平均）

※ 単位は円。設置前後の「＋」数字は、
収入になった金額。他は支払い金額。
※ 設置後の電気代は売買の差額。内
訳は売電が11,904円で、買電が
6,176円。

担当技術者の籠田充弘。

緊急工事で交換したVCB。 事故直後、焼損したVCB。

http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 冬季　【季刊】

ビジネスマッチング広告

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 冬季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

　

熊
本
県
熊
本
市
に
あ
る
社

会
福
祉
法
人 

龍
田
福
祉
会

た
つ
だ
保
育
園
は
、
０
〜
５

歳
児
ま
で
約
１
５
０
名
の
園

児
が
通
う
保
育
施
設
。
保
育

方
針
は
「
健
康
な
体
づ
く

り
」。
園
児
自
ら
ナ
ス
や
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
づ
く
り

を
行
い
、
収
穫
物
を
自
分
た

ち
で
調
理
し
て
食
事
す
る
と

い
う
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

同
園
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導

入
後
の
電
気
の「
見
え
る
化
」

を
き
っ
か
け
に
環
境
意
識
が

高
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
示
す
象
徴
的
な
出

来
事
が
毎
年
８
月
に
行
わ
れ

る
バ
ザ
ー
だ
っ
た
。
電
気
の

使
用
状
況
が
「
見
え
る
化
」

で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
バ
ザ
ー
が
同
園
の
ピ
ー
ク

デ
マ
ン
ド
を
押
し
上
げ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
。

多
数
の
参
加
者
が
訪
れ
空
調

が
フ
ル
稼
働
す
る
た
め
電
力

使
用
量
が
跳
ね
上
が
る
。

　

開
催
時
期
を
、
空
調
利
用

の
少
な
い
季
節
に
移
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

何
年
も
続
け
て
い
る
伝
統
行

事
の
日
程
を
簡
単
に
変
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
悩
ん

だ
末
、
主
任
保
育
士
の
重
岡

惠
子
さ
ん
は
、
職
員
や
保
護

者
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。

話
し
合
い
の
末
決
ま
っ
た
の

が
、
開
催
す
る
時
間
の
変

更
。
午
後
１
時
か
ら
開
い
て

い
た
バ
ザ
ー
を
、
暑
さ
の
ピ

ー
ク
が
過
ぎ
た
夕
方
か
ら
時

間
を
短
縮
し
て
行
う
こ
と
に

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
55
㌔
㍗
だ
っ
た
ピ
ー
ク

値
を
42
㌔
㍗
ま
で
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
電
気
の〝
見
え
る
化
〞は
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
普
通
と
考
え

て
い
た
こ
と
も
見
直
し
て
み

る
こ
と
で
環
境
問
題
や
省
エ

ネ
対
策
な
ど
を
含
め
た
〝
も

っ
と
い
い
普
通
〞
に
変
え
ら

れ
る
ん
で
す
ね
」（
同
氏
）

こ
れ
ま
で
の
普
通
を
見
直
し

〝
も
っ
と
い
い
普
通
〞を
探
す

そ
の
き
っ
か
け
は「
見
え
る
化
」

熊本県熊本市龍田弓削 2-7-100
TEL　096（339）4946
URL　http://tatsuda.jp/
設立●1980 年 4月
従業員数●31名
業務内容●保育園

社会福祉法人 龍田福祉会 たつだ保育園

社
会
福
祉
法
人 

龍
田
福
祉
会 

た
つ
だ
保
育
園

　

岡
山
県
岡
山
市
内
に
５
店

舗
を
構
え
る
珈
琲
専
門
店
の

岡
山
珈
琲
館
。
コ
ー
ヒ
ー
豆

は
有
機
栽
培
に
こ
だ
わ
る
な

ど
、
よ
り
よ
い
食
の
文
化
を

追
求
し
、
食
品
添
加
物
が
入

っ
て
い
な
い
メ
ニ
ュ
ー
の
採

用
を
進
め
て
き
た
。
地
域
貢

献
を
目
指
し
て
岡
山
の
食
材

を
積
極
的
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

導
入
が
可
能
な
３
店
舗
に

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
採
用
さ
れ
始
め

た
の
は
２
０
１
０
年
２
月
か

ら
。
導
入
の
提
案
を
本
部
に

持
ち
か
け
た
の
が
、
大
野
辻

店
店
長
の
佐
々
木
亮
祐
さ
ん

だ
っ
た
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
営

業
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、

電
気
料
金
の
仕
組
み
や
〝
見

え
る
化
〞
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
こ
れ
を
使
っ
て
省
エ

ネ
を
推
進
し
、
そ
の
取
り
組

み
を
全
店
舗
に
伝
え
ら
れ
れ

ば
、
効
果
は
何
倍
に
も
な
る

と
考
え
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

導
入
後
は
、
最
も
節
電
し

や
す
い
事
務
所
兼
休
憩
所
の

空
調
を
切
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
夏
場
は
扇
風
機
を
置
き

空
調
は
使
わ
な
い
。
し
か

し
、
そ
こ
は
窓
も
な
く
、
か

な
り
暑
い
。
事
務
仕
事
が
多

い
佐
々
木
さ
ん
は
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

継
続
し
た
。
そ
う
し
て
削
減

で
き
た
数
値
は
定
期
的
に
掲

示
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
に

知
っ
て
も
ら
う
。

　

そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が
示
し

た
姿
勢
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
間

に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
。

今
で
は
、
自
分
で
考
え
た
省

エ
ネ
活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
ス

タ
ッ
フ
の
ほ
う
か
ら
提
案
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

節
電
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ

佐
々
木
さ
ん
。
最
近
で
は
ガ

ス
や
水
道
の
使
い
方
に
も
着

目
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消
し
忘

れ
を
少
な
く
す
る
活
動
で
は

す
で
に
約
10
％
の
削
減
効
果

が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。　

リ
ー
ダ
ー
自
ら
が
懸
命
に
動
く

そ
の
姿
が
ス
タッフ
の
共
感
を
呼
び

今
で
は
省
エ
ネ
の
進
言
も
多
数

岡山県岡山市北区今 3-25-20
TEL　086（242）0220
URL　http://www.asumo-cafe.co.jp/
設立●1988 年1月
従業員数● 68 名（全店 /パート・アルバイト含む）
業務内容●飲食店（岡山市内に全 5店舗）

岡山珈琲館 大野辻店

岡
山
珈
琲
館 

大
野
辻
店

　

琵
琶
湖
畔
お
ご
と
温
泉
で

創
業
82
年
、
政
府
登
録
国
際

観
光
旅
館
に
認
定
さ
れ
て
い

る
「
湯
元
舘
」。
２
０
０
０

年
８
月
に
は
旅
館
業
単
体
と

し
て
は
日
本
で
初
め
て
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認
証
取

得
し
た
温
泉
旅
館
だ
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認

証
を
維
持
す
る
に
は
継
続
的

な
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
っ
た
の
が
設
備

の
改
善
だ
っ
た
。
空
調
の
室

外
機
に
自
動
冷
却
装
置
を
設

置
、
館
内
の
照
明
を
す
べ
て

省
エ
ネ
タ
イ
プ
に
変
更
、
厨

房
に
は
新
型
の
業
務
用
食
器

洗
浄
機
を
導
入
し
て
水
や
洗

剤
の
使
用
量
を
減
ら
す
な

ど
、
積
極
的
な
設
備
改
善
で

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て

い
っ
た
。

　
「
で
す
が
設
備
の
入
れ
替

え
は
、
必
ず
し
も
社
員
の
省

エ
ネ
意
識
向
上
に
つ
な
が
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
」（
常
務

取
締
役
・
山
本
泰
三
さ
ん
）

　

そ
ん
な
中
、
２
０
０
９
年

８
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
。

警
報
が
鳴
っ
た
場
合
は
持
ち

回
り
で
空
調
を
止
め
る
よ
う

内
線
が
入
る
。
翌
日
、
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
電
気

使
用
状
況
が
分
析
で
き
、
対

策
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
効

果
的
に
働
く
。
電
力
グ
ラ
フ

か
ら
、
夜
中
の
ナ
イ
ト
ラ
ウ

ン
ジ
部
門
の
照
明
や
空
調
が

つ
け
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
り
、
と
き
に
は

機
器
の
故
障
も
発
見
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
人
に
省
エ

ネ
を
促
す
機
器
。
取
り
組
む

の
は
ス
タ
ッ
フ
自
身
で
す
。

そ
れ
で
も
省
エ
ネ
の
考
え
方

か
ら
節
電
箇
所
ま
で
、
一
か

ら
教
え
て
く
れ
る
」（
同
氏
）。

電
気
の
使
い
方
つ
ま
り
運
用

方
法
の
改
善
を
導
く
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
。
設
備
改
善
に
運
用
改
善

が
加
わ
り
、
同
社
の
省
エ
ネ

活
動
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

積
極
的
な
設
備
改
善
と

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
促
す
運
用
改
善
で

省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む

滋賀県大津市苗鹿 2-30-7
TEL　077（579）1111
URL　http://www.yumotokan.co.jp/
設立●1929 年1月
従業員数● 208 名
業務内容● 温泉旅館

株式会社 湯元舘

株
式
会
社 

湯
元
舘

働
き
や
す
い
環
境
を
追
求

そ
れ
が
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る

社
員
の
提
案
は
年
間
１
０
０
件
超

山梨県甲府市国母1-12-34
TEL　055（222）3193
URL　http://www.diart.co.jp/
設立●1966 年
従業員数●70 名（全拠点計 100 名）
業務内容●貴金属製造販売・リフォームほか

株式会社 ダイアート三枝

株
式
会
社 

ダ
イ
ア
ー
ト
三
枝

電　力
使用量

　

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る

西
都
プ
レ
ス
工
業 

株
式
会

社
。
事
務
機
器
、
自
動
車
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
機
器
に
組
み
込
ま
れ

る
精
密
部
品
の
試
作
か
ら
金

型
設
計
、
さ
ら
に
は
量
産
に

も
対
応
で
き
る
金
属
プ
レ
ス

の
一
貫
工
場
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
に
は
電
力
使

用
量
の
「
見
え
る
化
」
機
能

が
未
搭
載
だ
っ
た
前
機
種
の

時
代
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
た
。
代
表
取
締
役
社
長

の
森
崎
敬
さ
ん
は「
以
前
は
、

デ
マ
ン
ド
警
報
が
電
話
だ
け

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
夏
と

冬
と
で
設
定
値
を
変
更
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
ん
で

す
。
し
か
し
、
電
話
だ
け
だ

と
、
ど
れ
だ
け
の
空
調
を
ど

の
く
ら
い
止
め
て
い
た
ら
い

い
の
か
な
ど
細
か
い
こ
と
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
」と
話
す
。

　

電
気
使
用
量
が
一
目
で
わ

か
る
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た

の
は
東
日
本
大
震
災
後
の
計

画
停
電
が
実
施
さ
れ
て
か

ら
。
今
後
の
社
会
状
況
な
ど

を
考
慮
し
導
入
を
決
め
た
。

　

導
入
後
、
森
崎
さ
ん
は
モ

ニ
タ
の
数
字
を
確
認
し
な
が

ら
省
エ
ネ
活
動
の
基
本
方
針

を
固
め
て
い
く
。
電
力
使
用

が
大
き
か
っ
た
の
は
、
や
は

り
空
調
だ
っ
た
た
め
、
そ
の

運
用
ル
ー
ル
や
対
策
を
社
員

と
一
緒
に
検
討
し
た
。
策
定

し
た
基
本
ル
ー
ル
は
、
夏
場

に
室
温
が
30
℃
以
上
の
と
き

設
定
温
度
を
28
℃
に
し
て
運

転
す
る
こ
と
。
そ
し
て
４
つ

あ
る
空
調
の
ス
イ
ッ
チ
を
、

定
め
た
順
に
８
時
30
分
か
ら

30
分
間
隔
で
入
れ
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
だ
け
で
夏
場
の
朝

記
録
し
て
い
た
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
は
低
減
で
き
た
。
そ
し

て
、
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
に

消
す
空
調
も
決
め
対
応
。
こ

れ
で
警
報
は
ほ
ぼ
止
ま
る
。

　
「
見
え
る
化
」
で
で
き
た

ル
ー
ル
の
策
定
。
簡
潔
な
ル

ー
ル
で
も
省
エ
ネ
は
大
き
く

前
進
す
る
。

「
見
え
る
化
」は
震
災
後
に
始
動

電
気
の
運
用
ル
ー
ル
策
定
で

省
エ
ネ
は
大
き
く
前
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西
都
プ
レ
ス
工
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株
式
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削
減

削
減2.6%

7kW

現
場
と
本
社 

離
れ
た
場
所
で
も

「
見
え
る
化
」の
デ
ー
タ
を
共
有
し

省
エ
ネ
対
策
を
推
進

　

株
式
会
社 

セ
キ
ノ
興
産

は
富
山
県
に
本
社
を
置
く
金

属
製
の
屋
根
や
壁
材
な
ど
の

住
宅
機
器
を
加
工
・
販
売
す

る
専
門
メ
ー
カ
ー
。
千
葉
県

野
田
市
に
あ
る
関
東
工
場
は

全
３
棟
の
作
業
場
で
、
学
校

や
病
院
な
ど
の
大
型
施
設
向

け
製
品
に
も
対
応
す
る
関
東

の
加
工
拠
点
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
き

っ
か
け
は
、
設
備
の
増
設
に

よ
り
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
容
量
を

増
や
し
た
こ
と
。「
増
設
を

機
に
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
を
把

握
し
て
電
気
料
金
削
減
に
取

り
組
も
う
と
考
え
ま
し
た
」

と
総
務
課
長
の
髙
橋
雄
嗣
さ

ん
。
省
エ
ネ
活
動
は
、
髙
橋

さ
ん
と
関
東
工
場
店
長
で
あ

る
藤
根
慎
次
さ
ん
の
２
人
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
。

　

通
常
は
東
京
の
拠
点
に

デ
ス
ク
を
置
く
髙
橋
さ
ん

と
、
常
に
現
場
を
見
守
る
藤

根
さ
ん
。
お
互
い
に
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
画
面
を

見
な
が
ら
毎
日
の
よ
う
に
電

話
で
連
絡
を
取
り
合
う
。
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
表
示
さ
れ
る

グ
ラ
フ
の
中
で
電
気
使
用
量

が
上
が
っ
て
い
る
時
間
を
見

る
と
、
そ
の
時
間
帯
に
ど
ん

な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
２
人
に
は
お
お
ま
か
な

予
想
が
つ
く
。
そ
の
共
通
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
話
し
合

い
、
目
標
を
立
て
て
い
く
。

こ
こ
で
省
エ
ネ
活
動
の
指
針

が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
活
動
を
続
け
る
う

ち
現
場
に
い
る
藤
根
さ
ん

は
、
こ
ま
か
な
電
気
の
無
駄

づ
か
い
も
目
に
つ
く
よ
う
に

な
り
、
気
が
つ
い
た
場
所
は

次
々
と
自
ら
率
先
し
て
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
の
行
動

も
周
囲
に
気
づ
き
を
与
え
る

要
因
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
も

進
ん
で
省
エ
ネ
活
動
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

髙
橋
さ
ん
と
藤
根
さ
ん
か

ら
始
ま
っ
た
省
エ
ネ
へ
の
意

識
。
今
で
は
社
内
全
体
へ
と

波
及
し
、
設
備
の
増
設
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電

気
の
使
用
量
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
ず
に
推
移
し
て
い
る
。
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「
省
エ
ネ
と
は
積
み
重
ね

る
こ
と
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
す
こ
と
。
そ
れ
は
社
風
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。
現
場
は

大
変
で
す
が
、
目
標
を
達
成

し
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し

お
で
す
」
と
株
式
会
社 

シ

ー
ア
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
チ

ン
コ
事
業
部
の
業
務
部
長
・

千
葉
直
樹
さ
ん
は
話
す
。
同

社
は
埼
玉
県
内
に
３
店
舗
の

パ
チ
ン
コ
店
を
展
開
し
、
そ

の
う
ち
千
葉
さ
ん
は
、
２
０

１
０
年
５
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を

導
入
し
た
大
井
店
に
在
籍
す

る
。
現
場
の
統
括
者
だ
。

　

同
店
の
省
エ
ネ
活
動
は
10

年
ほ
ど
前
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
た
。
だ
が
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
計
画
停
電
の
通
知

な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
掲
げ
た
の
が
電
気

使
用
量
30
％
削
減
と
い
う
明

確
な
目
標
。
千
葉
さ
ん
は
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
使
用
機

器
の
消
費
電
力
を
１
台
ず
つ

計
測
し
て
対
策
を
練
っ
た
。

　
「
調
査
し
た
結
果
、
温
度

設
定
が
同
じ
で
同
型
エ
ア
コ

ン
で
も
、
設
置
場
所
に
よ
っ

て
消
費
電
力
に
差
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」（
同
氏
）。

　

こ
れ
に
よ
り
一
つ
の
目
安

が
で
き
、
来
客
数
に
応
じ
た

効
率
的
な
空
調
の
稼
働
方
法

が
見
つ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に

遊
戯
台
は
す
べ
て
稼
働
さ
せ

る
が
、
プ
レ
イ
に
支
障
の
な

い
装
飾
照
明
や
店
内
照
明
は

消
す
よ
う
に
な
り
、
結
果
的

に
昨
年
の
３
月
14
日
〜
31
日

と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
目
標
と

同
等
の
29
・
98
％
削
減
を
達

成
し
て
い
る
。

　

夏
季
に
は
空
調
の
室
外
機

に
よ
し
ず
を
掛
け
て
直
射
日

光
を
避
け
、
そ
の
上
か
ら
水

を
ま
い
て
冷
却
す
る
と
い
う

方
法
も
採
用
。
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
の
数
値
は
毎
日

チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
の
早
期

発
見
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

計
画
停
電
を
き
っ
か
け
に

省
エ
ネ
活
動
を
見
直
し

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
発
想
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業務内容●パチンコ店
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シ
ー
ア
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
大
井
店

　

茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町

桜
の
郷
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を
取
り
入

れ
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
病
院
や
介
護
施
設
を
備
え

た
街
づ
く
り
が
進
む
地
域
。

「
社
会
福
祉
法
人 

泰
仁
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 
桜

の
郷 

元
気
」
も
、
そ
ん
な

街
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

か
な
っ
た
介
護
施
設
だ
。
入

居
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
約
１
０
０

名
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
。

　

心
掛
け
て
い
る
の
は
、
利

用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
す
る
施
設
運
営
。
だ
が
、

省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
も
忘

れ
な
い
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入

を
決
め
た
の
は
、
同
業
者
か

ら
、
節
電
効
果
が
あ
る
だ
け

し
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
す
べ
て

の
ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
の
数
字

を
確
認
し
て
い
る
。「
見
え

る
化
」
さ
れ
た
情
報
を
日
々

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
ス
タ

ッ
フ
自
身
か
ら
、「
照
明
ス

イ
ッ
チ
に
色
分
け
し
た
シ
ー

ル
を
貼
り
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
切
る
も
の
を
明
確
に
し
よ

う
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

も
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
業
者
と
同
じ
よ
う
に
ス
タ

ッ
フ
の
環
境
意
識
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
電
気

料
金
も
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
。
契
約
電
力
を
50
㌔
㍗
も

削
減
で
き
た
。　

「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
情
報
を

全
ス
タ
ッ
フ
で
毎
日
共
有

自
然
に
高
ま
っ
た
省
エ
ネ
意
識
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福
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仁
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ホ
ー
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気

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、茨城、埼玉、千葉、東京、山梨、滋賀、岡山、熊本の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

業務部長の千葉直樹さん。

置
さ
れ
た
提
案
ポ
ス
ト
。
年

間
１
０
０
を
超
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
提
案
が
投
稿
さ
れ
る
。

　
「
省
エ
ネ
に
こ
だ
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
働
き
や
す

い
環
境
の
模
索
が
自
然
と
省

エ
ネ
に
つ
な
が
っ
た
」
と
取

締
役
社
長
の
清
水
勇
さ
ん
は

話
す
。
提
案
ポ
ス
ト
に
は
、

例
え
ば
手
づ
く
り
加
湿
器
を

使
い
エ
ア
コ
ン
の
負
荷
を
下

げ
る
工
夫
な
ど
職
場
環
境
の

改
善
と
省
エ
ネ
に
よ
る
経
費

削
減
が
一
体
に
な
っ
た
ア
イ

デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
る
。
よ
い

提
案
は
全
員
で
実
行
し
、
効

果
や
経
費
の
削
減
額
に
応
じ

て
提
案
者
に
賞
金
が
授
与
さ

れ
る
。
部
署
ご
と
に
年
間
の

提
案
数
も
競
い
合
う
。

　

そ
ん
な
社
内
体
制
と
同
時

に
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
対
策
も

怠
ら
な
い
。
貴
金
属
加
工
で

は
材
料
の
金
や
プ
ラ
チ
ナ
を

電
気
炉
で
溶
か
す
工
程
が
最

も
電
力
を
使
う
。
そ
こ
で
、

ほ
か
の
作
業
と
並
行
し
て
稼

働
さ
せ
て
い
た
電
気
炉
を
夜

　

山
梨
県
甲
府
市
に
あ
る
株

式
会
社 

ダ
イ
ア
ー
ト
三
枝
。

創
業
以
来
守
り
続
け
て
い
る

高
い
技
術
力
を
生
か
し
た
貴

金
属
・
宝
石
の
製
造
販
売
を

中
心
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
な

ど
、
新
し
い
分
野
も
積
極
的

に
展
開
す
る
。

　

人
の
手
に
よ
る
繊
細
な
作

業
が
多
い
貴
金
属
加
工
で
は

作
業
に
集
中
で
き
る
職
場
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
。
同
社
で
は
全
社
一
丸

と
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
一
つ
が
社
内
に
設

間
に
シ
フ
ト
し
、
ピ
ー
ク
を

分
散
さ
せ
た
。
ま
た
２
フ
ロ

ア
に
分
か
れ
て
い
た
作
業
場

を
１
フ
ロ
ア
に
集
約
し
、
空

調
や
照
明
な
ど
を
効
率
的
に

使
え
る
よ
う
に
も
し
た
。

　

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
求

め
る
全
社
的
な
姿
勢
と
、
ピ

ー
ク
対
策
な
ど
の
工
夫
が
相

ま
っ
て
、
同
社
の
省
エ
ネ
は

推
進
さ
れ
て
い
る
。

契約
電力

で
な
く
ス
タ
ッ
フ
の
環
境
意

識
も
変
わ
っ
た
と
い
う
事
実

を
聞
い
た
か
ら
。

　
「
本
当
に
電
気
代
が
下
が

る
の
か
を
確
認
し
た
の
で
す

が
、
効
果
が
あ
る
う
え
に
、

働
く
人
の
意
識
ま
で
変
え
ら

れ
る
と
聞
き
、
す
ぐ
に
導
入

を
決
め
ま
し
た
」（
総
務
課

長
・
根
本
良
三
さ
ん
）

　

導
入
後
、
日
課
と
し
て
続

け
て
い
る
の
が
、
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
利

用
し
て
、
前
日
の
電
気
使
用

量
と
電
気
料
金
、
天
気
を
ス

タ
ッ
フ
同
士
で
共
有
す
る
こ

と
。
社
内
サ
ー
バ
ー
を
利
用

（2010年4月～2011年3月）

（2010年1月～12月と2008年同時期の比較）

（2009年8月～2010年7月）

桜の郷 元気

セキノ興産 関東工場

湯元舘

たつだ保育園

スカイプラザ 大井店

ダイアート三枝

西都プレス工業

岡山珈琲館 大野辻店

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

株
式
会
社 

セ
キ
ノ
興
産 

関
東
工
場

社会福祉法人 泰仁会 特別養護老人ホーム 桜の郷 元気

総務課長の根本良三さん。

代表取締役社長の森崎敬さん。

取締役社長の清水勇さん。

常務取締役の山本泰三さん。

店長の佐々木亮祐さん。

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
大
井
店

株
式
会
社 

セ
キ
ノ
興
産 

関
東
工

場
。
建
築
物
の
屋
根
な
ど
に
使

わ
れ
る
金
属
製
の
部
材
を
加
工

す
る
工
場
内
の
様
子
。 （2011年5月～2011年7月）

株
式

会
社

西都プレス工業 株式会社

株式
会社

株
式
会
社 

ダ
イ
ア
ー
ト
三
枝

9.4 %

30.7%
13kW

（2010年2月～2011年1月）

削
減

契約
電力

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

主任保育士の重岡惠子さん。

2.4 %
削
減

電　力
使用量

（2010年4月～翌年3月と2007年4月～翌年３月の比較）

http://www.n-techno.org/


（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 冬季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
26
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

太陽光や風力などで発電した
電気を、電力会社が全量買い
取るよう定めた２０１１年８月に
成立した法律は？

a
b
c
d

被災市街地復興特別措置法

原子力災害対策特別措置法

バイオマスエネルギー特別措置法

再生可能エネルギー特別措置法

Question
1

エネルギー使用の効率的な管
理システムを規定する国際規
格。2011年６月に世界各国で
発行されたこの規格は？

a
b
c
d

JIS50001

JIS14001

ISO50001

ISO14001

Question
2

正式には「1973 年の船舶に
よる汚染の防止のための国際
条約に関する1978 年の議定
書」。この別名は？

a
b
c
d

国連海洋法条約

海洋汚染防止条約

京都議定書

カルタヘナ議定書

Question
3

太陽光で発電した直流電源を
家庭用の交流電源に効率よく
変換する装置の名称は次のう
ちどれ？

a
b
c
d

パワーコンディショナー

エアーコンディショナー

ACアダプター

ターミナルアダプター

Question
4

日本テクノ オリジナル缶バッジプレゼント
正解者の中から抽選で 15 名の方に、「日本テクノ オリジナル缶
バッジ」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2012 年 3 月 30 日（金）。当日消印まで有効。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  ４面広告で募集しているの
は電気管理○○○○者。

③  空に浮かぶ白いモクモク。
⑤  電気などエネルギーの節約
「シ○○エネ」。
⑦  パズルの下の記事は「おば
あちゃんの○○○○ロ」。

⑨ 奇数の反対は○○○ウ。

●ヨコのカギ●
②  年末年始「○○年くる年」。
④  ○○夜の鐘は108回。
⑥  お雑煮、いそべ、あべかわ、
からみ……。

⑧  亀に乗ってリ○○○ウ城に
行きました。

⑩  雲は「空に○○○白いモク
モク」。

⑪   偶数の反対は○○ウ。

● ネギの根は捨てるのではなく、庭に植
えれば1年中食べることができます。
● 生ゴミを入れるバケツの底に1日分
の新聞紙を入れておくと水分と臭いを
とってくれます。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記WEBサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… b
原則３部門一律 15％削減
Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… d

電気事業法第27条

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… a
海洋生物多様性保全戦略

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… a
マジごはん計画

第二十七回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2011年 11月10日発行
第48号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
48
号
に
掲
載
さ
れ

た
福
島
県
沖
に
建
設
予
定
の
風
力
発
電

に
関
す
る
記
事
か
ら
。
猫
の
で
ん
で
ん

も
夢
を
見
る
？

２
０
２
０
年
に
は
60
基
以
上
の
大
型
風
車
が
海
に

並
び
、
30
万
㌔
㍗
以
上
の
発
電
が
で
き
る
。
発
電

所
の
建
設
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
２
万
２
０
０
０
人

の
雇
用
創
出
効
果
も
見
込
ま
れ
て
い
る
ぞ
」

　

親
方
た
ち
は
、
な
ぜ
同
じ
会
話
を
繰
り
返
す
？

と
、
そ
の
と
き
、
尾
に
強
烈
な
痛
み
が
走
っ
た
。

　
「
ン
ぎ
ゃ
ー
あ
！
」　

親
方
の
一
人
が
慌
て
て
足

を
引
い
た
。
吾
輩
の
尾
を
踏
ん
だ
の
だ
。
見
る
と
、

こ
こ
に
い
る
の
は
そ
の
親
方
一
人
の
み
。
ど
う
や

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
最
近
、

吾
輩
の
寝
床
で
あ
る
こ
の
事
務
所
に
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
な
る
空
気
を
か
き
回
す
装
置
が
置
か
れ

た
。
凍
え
る
冬
季
に
、
風
を
つ
く
る
も
の
を
設
置

し
、
人
間
様
の
頭
脳
は
い
か
な
る
構
造
な
の
か
と

当
初
い
ぶ
か
し
く
感
じ
た
が
、
こ
れ
が
存
外
、
心

地
よ
い
。
吾
輩
の
定
位
置
で
あ
る
部
屋
の
隅
は
、

冬
場
は
寒
風
吹
く
枯
れ
枝
の
上
と
変
わ
ら
ぬ
場
所

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
装
置
の
出
現
後
は
、
循
環
す

る
風
で
暖
気
が
ほ
ど
よ
く
供
せ
ら
れ
、
午
睡
に
適

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
と
は
親
方
た
ち
の
大
声

を
張
り
上
げ
る
議
論
さ
え
な
く
な
れ
ば
…
…
。

　
「
政
府
が
方
針
を
決
め
た
ぞ
！　

福
島
県
沖
に

浮
体
式
の
洋
上
風
力
発
電
所
を
建
設
す
る
よ
う

だ
」「
浮
体
式
!?
」「
洋
上
風
力
!?
」

　

音
量
が
異
常
で
あ
る
。な
ぜ
日
常
の
世
間
話
に
、

そ
れ
ほ
ど
の
蛮
声
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

に
、
同
じ
話
を
昨
日
も
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。

　
「
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
と
は
、
簡
単
に
言
え

ば
、
海
の
上
に
浮
か
べ
た
風
車
で
風
の
力
を
つ
か

ま
え
、
そ
の
力
で
電
気
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
浮
か

ん
だ
風
車
の
土
台
は
鎖
で
海
底
に
つ
な
ぐ
。
土
台

ご
と
海
底
に
設
置
し
て
固
定
す
る
着
床
式
と
い
う

方
法
も
あ
る
が
、
水
深
距
離
が
長
い
と
建
設
コ
ス

ト
が
か
さ
む
。
日
本
は
遠
浅
の
海
が
少
な
い
か
ら

浮
体
式
が
適
し
て
る
ん
だ
。計
画
が
実
現
す
れ
ば
、

海
に
浮
か
ん
だ
大
型
の

風
車
が
電
気
を
つ
く
る

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
。

─ ６ ─
　
〝
こ
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
は
、
自
分
に
負
け
て
い
る

な
、
だ
か
ら
自
分
の
能
力
に

挑
戦
で
き
な
い
ん
だ
〞
と
私

は
思
い
、
リ
ー
ダ
ー
の
金
丸

さ
ん
に
言
っ
た
。「
チ
ー
ム
の

業
績
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
何
で
す
か
？　

何
が

原
因
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」。
金
丸
さ
ん
は「
原

因
は
20
も
30
も
あ
り
ま

す
」
と
、
堂
々
と
悪
び

れ
も
せ
ず
に
言
い
、
あ
げ
た

原
因
は
他
責
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
で
は
、
そ
の
中
で
一
番
大
き

な
原
因
を
あ
げ
て
、
そ
れ
を

撲
滅
す
る
対
策
を
考
え
、
実

行
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
」
と
聞
く
と
、
何
の
答

え
も
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

今
ま
で
駄
目
な
理
由
ば
か

り
に
焦
点
を
あ
て
、
ど
う
す

れ
ば
、
改
善
、
改
革
で
き
る

か
を
本
気
で
考
え
実
行
し
て

こ
な
か
っ
た
の
だ
。
金
丸
チ

ー
ム
は
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
て

全
員
が
否
定
思
考
で
、
他
に

責
任
を
転
嫁
し
て
い
た
。

　

私
は
、
こ
れ
以
上
放
置
で

き
な
い
と
考
え
、
厳
し
く
叱

っ
た
。「
問
題
は
あ
な
た
た
ち

の
心
の
中
に
あ
る
。
否
定
思

考
で
問
題
を
他
責
に
し
、
本

気
で
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

自
責
で
考
え
ろ
。
い
つ
ま
で

甘
え
て
い
る
。
仕
事
を
な
め

る
な
。
い
い
加
減
な
仕
事
の

仕
方
は
他
の
チ
ー
ム
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
。
今
ま
で
の

仕
事
の
姿
勢
を
他
の
チ
ー
ム

に
謝
り
な
さ
い
。
そ
こ
か
ら

ス
タ
ー
ト
だ
」。
私
の
言
葉

を
聞
い
た
金
丸
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
は
、「
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
、
思
っ
た

以
上
に
大
き
な
明
る
い
声
で

謝
っ
た
。
そ
の
後
、
チ
ー
ム

の
業
績
は
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

業
績
改
善
の
原
因
を
聴
く

と
「
考
え
方
を
肯
定
思
考
に

変
え
、
ど
ん
な
仕
事
も
自
分

た
ち
の
能
力
を
伸
ば
し
て
く

れ
る
仕
事
だ
と
思
い
本
気
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て

メ
ン
バ
ー
全
員
で
売
上
向
上

の
方
法
を
考
え
た
り
、
売
れ

て
い
る
チ
ー
ム
の
真
似
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け

は
長
尾
先
生
か
ら
全
社
員
の

前
で
叱
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

今
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
の
で
す
」。

　

私
が
変
え
た
の
で
は

な
い
。
彼
ら
自
身
が
、

私
が
言
っ
た
こ
と
を
取
り
入

れ
て
く
れ
た
の
だ
。
自
ら
を

変
え
る
の
は
、
自
分
自
身
で

し
か
で
き
な
い
。
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

　

問
題
は
自
分
た
ち
の
心
の

中
に
あ
る
と
思
い
、
彼
ら
は

考
え
方
を
変
え
た
の
だ
。

ら
親
方
た
ち
の
会
話
は

吾
輩
の
夢
の
中
の
事
象

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
暖

か
な
心
地
よ
い
風
が
、

風
車
の
話
題
を
連
想
さ

せ
夢
に
現
れ
た
の
だ
ろ

う
。
な
ら
ば
せ
め
て
、

親
方
た
ち
の
会
話
で
は

な
く
、
風
車
の
情
景
に

し
て
ほ
し
か
っ
た
。

〝
自
分
ほ
ど
手
強
い
敵
は
い
な
い
。

自
分
に
勝
つ
者
は
無
敵
だ
〞

ユ
ダ
ヤ
の
聖
典
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
言
葉

　　　　　　　　
お茶が大好きで毎
日飲んでいます。そ
の茶がらの再利用
として、魚を焼いたあとのグリルや
肉・魚を温めたあとのレンジ内の気
になる臭いの拭きそうじに使用してい
ます。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 （千葉県・吉野さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

　

宮
城
県
多
賀
城
市
に
あ

る
旭
興
産 

株
式
会
社
は
、

東
日
本
大
震
災
で
社
屋
や

設
備
の
ほ
と
ん
ど
が
流
さ

れ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
そ
れ
で
も
、
社
長
の

阿
部
建
夫
さ
ん
に
よ
る
陣

頭
指
揮
の
も
と
、
懸
命
な

復
旧
へ
の
努
力
で
プ
レ
ハ

ブ
社
屋
を
完
成
さ
せ
、
震

災
の
10
カ
月
後
に
は
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
へ
の
通
電
も
完

了
さ
せ
て
い
る
。

　

震
災
直
後
の
数
週
間
は

悲
惨
だ
っ
た
。
社
屋
が

流
さ
れ
受
電
設
備
も
な

い
状
態
の
震
災
翌
月
の
４

月
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に

省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
日
本
テ
ク
ノ

に
サ
ー
ビ
ス
解
約
の
連

絡
を
入
れ
た
。
経
理
部

長
の
佐
藤
淑
子
さ
ん
は

「
こ
れ
で
も
う
二
度
と
テ

ク
ノ
さ
ん
に
会
え
な
い
」

と
思
っ
た
。

　

し
か
し
「
過
去
を
振

り
返
ら
ず
、
前
に
向
か

っ
て
進
も
う
」
と
全
力

を
傾
け
る
阿
部
社
長
に

従
い
、
現
在
で
は
震
災

前
の
半
分
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
従
業
員
が
、
復

興
活
動
を
続
け
る
う
ち
、

毎
日
少
し
ず
つ
仕

事
の
依
頼
も
増

え
て
い
く
。
プ

レ
ハ
ブ
だ
が
事

務
所
を
建
て
た
。

倒
れ
た
タ
ン
ク
を

起
こ
し
新
品
同
様
に
ペ

ン
キ
を
塗
っ
た
。
や
っ

と
の
思
い
で
事
業
再
開

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

そ
う
し
て
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
通
電
を
前
に
、

日
本
テ
ク
ノ
へ
再
契
約

を
し
た
い
旨
の
連
絡
を

入
れ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
仙
台
営

業
所
は
、
震
災
の
復
旧

工
事
が
今
も
続
い
て
い

る
ビ
ル
に
あ
る
。

　

震
災
翌
日
、
よ
う
や

く
つ
な
が
っ
た
監
視
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
１
本
の

電
話
で
緊
急
対
応
の
指

示
を
受
け
た
小
野
寺
博

志 

主
任
は
、
鈴
木
崇
大

副
所
長
と
と
も
に
現
場

に
向
か
う
。
復
旧

作
業
を
終
え
て

営
業
所
に
戻
っ

た
の
は
深
夜
。

午
前
２
時
過
ぎ
、

床
に
段
ボ
ー
ル
を

敷
き
、
作
業
着
を
掛
け

横
に
な
る
。
そ
の
３
時

間
後
、
監
視
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
電
話
が
鳴
り
始

め
る
。
そ
れ
か
ら
は
連

日
３
時
間
の
睡
眠
で
終

日
客
先
へ
。
最
初
の
１

週
間
が
勝
負
だ
っ
た
。

　

不
足
す
る
ガ
ソ
リ
ン

を
節
約
す
る
た
め
所
員
は

営
業
所
で
寝
泊
ま
り
し
な

が
ら
復
旧
活
動
に
集
中
。

２
人
１
組
で
動
き
、
営
業

ス
タ
ッ
フ
は
ガ
ソ
リ
ン

や
食
料
確
保
な
ど
に
動

く
。「
１
社
で
も
多
く
の

お
客
様
の
も
と
に
駆
け
つ

け
力
に
な
り
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
だ
け
が
支
え
て

い
た
。
や
が
て
全
社
的
な

協
力
態
勢
も
整
い
、
１
週

間
で
８
０
０
件
の
現
場
確

認
と
応
急
処
置
が
完
了
し

た
。
１
週
間
後
、
東
京
か

ら
救
援
物
資
が
届
き
、
以

降
は
確
実
な
復
興
活
動
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で
電
気
が

復
旧
し
た
と
き
、
全
員
か

ら
拍
手
を
受
け
た
。
そ
ん

な
現
場
で
の
感
謝
が
彼
ら

を
支
え
て
い
た
。

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。

5Scene

6Scene

　2012 年、新しい１年が始まりました。１年の中で最も寒さの厳しい季節「寒
の内」を迎えようとしていますが、皆さん風邪などひかずに元気に過ごされて
いますか。
　それにしてもこの寒さも子どもたちにはあまり関係がないようですね。元
気に走りまわる姿を見ていると、寒さなんて吹き飛びそうです。
　さて、冬になると手先や足先など体の末端が冷えてしまう人が多いけれ
ど、そんなときは先のほうを温めるだけじゃなくて、首元やわきの下、
太ももの付け根など太い血管が通っているところをマッサージして
あげると全身の血行がよくなって、体全体が温まってきますよ。元
気な子どもたちを見習って、楽しく体を動かしてみるのもいいもの
ですね。皆さんはどんな工夫をされていますか。
　暖房だけに頼らないエコな知恵、今年もおばあちゃんに教えてく
ださいね。

日本テクノ オリジナル缶バッジプレゼント

社屋や設備が流されても「前に向かって進みます」

プ
レ
ハ
ブ
社
屋
で
事
業
を
再
開

さ
せ
た
旭
興
産 

株
式
会
社
。

震災直後の１週間で800件の緊急応動仙
台
営
業
所
の
鈴
木
崇
大 

副
所
長（
左
）

と
小
野
寺
博
志 

主
任
。

テクノユーザー

復興への歩み

被災地営業所

復興支援活動

※
種
類
は
お
選
び
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

日本テクノ オリジナル缶バッジプレゼント日本テクノ オリジナル缶バッジプレゼント
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